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補正予算歳入歳出総額補正予算歳入歳出総額
２１億円余２１億円余を議決を議決

　井上地域公民館と井上児童クラブの複合施設建設に向けて実施設計委託料及び墓地移転補償・地盤調査業務
委託料４７８６万５千円が計上されたが、予算決算特別委員会において減額を求める修正案が可決。本会議に
提出された減額を求める修正案も賛成多数で可決された。

　今定例会は、2024 年度補正予算案10件のほか条例案など９件を審議し、修正案1件
を可決した。そのほかは全て原案のとおり可決・承認した。また、意見書２件を可決した。

・
南
部
、
東
部
、
北
部
児
童
セ

ン
タ
ー
及
び
12
児
童
ク
ラ
ブ

の
指
定
管
理
者
を
現
在
と
同

じ
事
業
者
に
指
定
。
指
定
は

５
年
間
。

・
物
価
高
騰
等
に
伴
い
、
入
札

が
不
落
と
な
っ
た
た
め
、
工

事
請
負
費
増
額
。２

０
６
０
万
円

児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
更
新

支
援
学
校
増
築
工
事
請

負
費
の
増
額

議
決
案
件
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

※１万円未満を切捨てて表記しています。

月12
定例会

井
上
地
域
公
民
館
の
老
朽
化
と

児
童
ク
ラ
ブ
の
手
狭
さ
の
課
題
を

情
報
共
有
し
、
改
修
改
築
等
し
て

つ
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
複
合
施
設

と
し
て
相
互
に
有
効
的
な
活
用
と

の
議
案
提
出
の
要
因
が
審
査
で
示

さ
れ
た
。
事
業
計
画
は
決
し
て
拙

速
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ

と
は
明
白
。　

事
業
費
減
額
は
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
を
図
る
こ
と
を
引
き
延
ば

す
こ
と
に
通
ず
る
。
本
事
業
を
速

や
か
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
切
望

し
、
修
正
動
議
に
反
対
す
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
関
係
者

か
ら
の
要
望
に
対
応
せ
ず
、
い
き

な
り
井
上
地
域
公
民
館
と
の
合
築

計
画
は
、
議
会
、
地
元
、
利
用
者

な
ど
へ
の
説
明
不
足
。
地
域
公
民

館
の
あ
り
方
の
議
論
や
他
の
老
朽

化
し
て
い
る
館
の
全
体
計
画
も
な

い
。政

策
決
定
も
不
明
瞭
で
、
建
設

委
員
会
も
組
織
さ
れ
、
議
決
前
に

進
め
て
い
く
姿
勢
は
疑
問
。
議
会
、

市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
同
時
に

地
域
住
民
、
施
設
利
用
者
等
の
声

を
聴
き
、
よ
り
良
い
施
設
建
設
を

進
め
る
べ
き
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

堀
内
　
章
一

土
地
の
境
界
立
会
や
用

地
測
量
が
行
わ
れ
、
建
設

委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
な

ど
、
議
決
前
に
事
業
に
着

手
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。 

５
億
５
千
万
円
余
の
多

額
の
建
設
費
用
が
見
込
ま

れ
る
計
画
を
拙
速
に
進
め

る
こ
と
な
く
、
段
階
を
踏

ん
だ
予
算
計
上
を
す
る
べ

き
。本

施
設
整
備
に
反
対
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
よ

り
良
い
施
設
と
す
る
た
め
、

地
域
住
民
、
施
設
利
用
者

等
の
意
見
を
聞
く
な
ど
の

時
間
が
必
要
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

に
対
す
る
修
正
動
議
（
要
旨
）

に
対
す
る
修
正
動
議
（
要
旨
）

岩
田　
修
二　
ほ
か
１
名

岩
田　
修
二　
ほ
か
１
名

宮
本
　
泰
也

「補正予算（第５
号など）」

「補正予算（専決
処分）」

「補正予算第5号
に対する修正案」

「補正予算（追加
提出）」

井上地域公民館を視察する福祉環境・総務文教委員（分科会員）

分
科
会

一
般
質
問

委
員
会

議
決
結
果

議
案
審
議
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井
上
複
合
施
設
関
係

予
算
は
分
科
会
連
合
審
査

井
上
複
合
施
設
設
計
委
託

料
等
を
計
上
し
た
一
般
会
計

補
正
予
算
第
５
号
の
公
民
館

整
備
事
業
は
、
福
祉
環
境
と

総
務
文
教
分
科
会
と
の
連
合

審
査
を
実
施
。
委
員
会
で
該

当
予
算
の
削
除
と
計
画
の
見

送
り
を
求
め
る
修
正
案
が
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
本
会

議
に
報
告
。

《
賛
成
多
数
で
修
正
可
決
》

市
職
員
給
与
の
引
上
げ

�

２
億
３
６
５
９
万
円

人
事
院
給
与
勧
告
に
基
づ

く
市
職
員
等
給
与
改
定
に
伴

う
給
与
及
び
手
当
等
の
各
会

計
の
補
正
予
算
審
査
は
、
分

科
会
に
委
託
せ
ず
全
体
審
査

を
行
っ
た
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

小
布
施
分
署
施
設
整
備
事
業

 

４
４
１
６
万
円

Ｑ　
基
本
設
計
は
完
了
し
て
い

る
の
か
。

Ａ　
現
在
基
本
設
計
中
で
、
レ

イ
ア
ウ
ト
の
概
略
が
決
ま
っ
て

い
る
。
25
年
１
月
末
の
完
了
見

込
み
。

信
州
須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
事
業　
　
　
　
　
　
13
億
円

Ｑ　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
の
須

坂
市
ブ
ー
ス
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
分
約
６
億
９
２
０

０
万
円
は
、
他
の
寄
附
金
と
分

け
て
積
み
立
て
る
の
か
。

Ａ　
同
じ
基
金
へ
の
積
立
て
と

な
る
が
、
こ
の
部
分
の
残
高
は

分
か
る
よ
う
に
管
理
す
る
。

市
民
税（
歳
入
）の
増
額　
１
億
円

Ｑ　
増
額
要
因
は
。

Ａ　
当
初
予
算
の
積
算
値
と
比

較
し
て
給
与
所
得
の
伸
び
が
大

き
か
っ
た
た
め
。

防
災
・
生
活

道
路
維
持
補
修
事
業

 

２
０
５
０
万
円

Ｑ　
９
月
に
も
５
千
万
円
を
補

正
し
て
い
る
。
当
初
予
算
に
組

み
込
ん
だ
方
が
よ
い
の
で
は
。

Ａ　
９
月
は
起
債
事
業
で
計
上

し
た
も
の
。
優
先
度
を
決
め
各

町
か
ら
の
要
望
に
対
応
し
て
い

る
が
、
予
算
執
行
率
97
％
で
不

足
が
生
じ
る
見
込
み
か
ら
増
額

す
る
。

有
害
鳥
獣
買
上
金

 

１
３
０
万
円

Ｑ　
計
上
の
根
拠
は

Ａ　
昨
年
度
前
期
分
よ
り
今
年

度
確
定
分
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

後
期
分
と
し
て
過
去
実
績
か
ら

ニ
ホ
ン
ジ
カ
52
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ

ル
18
頭
分
を
見
込
ん
だ
。

市
有
林
管
理
費
の
減
額

 

４
２
４
万
円

Ｑ　
積
算
根
拠
に
誤
り
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
詳
細

と
、
こ
こ
で
計
上
す
る
理
由
は
。

Ａ　
間
伐
箇
所
の
植
栽
が
、
昨

年
度
終
了
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
当
初
予
算
に
計
上
し
て
し

ま
い
、
事
業
費
確
定
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
補
正
計
上
し
た
も
の
。

産
業
振
興
・

�

都
市
基
盤
整
備

12
月
補
正
予
算
に
関
す
る
審
査

2 0 2 4
年 度

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
７
７
３
万
円

Ｑ　

補
助
金
増
額
の
内
容
は
。

Ａ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
介

護
者
が
介
助
で
き
る
ト
イ
レ

の
改
修
及
び
壁
等
の
ク
ラ
ッ

ク
の
補
修
補
助
。

支
援
費
サ
ー
ビ
ス
事
業

 
１
億
８
１
８
３
万
円

Ｑ　
増
額
要
因
は
。

Ａ　
特
に
就
労
継
続
支
援
、

共
同
生
活
等
支
援
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
増
加
し

た
た
め
。
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
保
有
者
が
増
え
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
も
増

加
し
て
い
る
。

公
民
館
整
備
事
業
（
修
正
削

除
）　
　
　
４
７
８
６
万
円

Ｑ　
井
上
地
域
公
民
館
と
児

童
ク
ラ
ブ
の
統
合
移
転
を
急

ぐ
理
由
は
。

Ａ　
現
場
か
ら
狭
い
と
の
声

が
あ
り
、
28
年
度
に
児
童
数

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
前
に
整

備
を
行
い
た
い
。

Ｑ　
複
合
化
す
る
理
由
は
。

Ａ　
公
共
施
設
総
合
管
理
計

画
で
は
複
合
化
、
集
約
化
の

方
針
で
、
地
域
公
民
館
を
核

に
生
活
機
能
を
保
つ
将
来
像

に
沿
う
も
の
。

調
査
研
究

井
上
複
合
施
設
の
財
源
は

※
追
加
資
料
に
対
す
る
福
祉

環
境
委
員
会
質
疑

Ｑ　
市
の
負
担
額
は
、
地
域

活
性
化
事
業
債
を
使
う
と
３

億
８
千
万
円
で
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
を
使
う
と

３
億
１
千
万
円
。
高
い
方
を

選
ぶ
理
由
は
。

Ａ　
地
域
活
性
化
事
業
債
は

使
用
内
容
に
制
約
が
少
な
く
、

よ
り
幅
広
い
用
途
に
対
応
で

き
る
た
め
。
ま
た
、
将
来
的

な
義
務
的
経
費
の
負
担
を
軽

減
で
き
る
。

子
育
て
・
教
育
・
福
祉

予 算 決 算 特 別 委 員 会 報 告

井上児童クラブで教育委員会から
説明を受ける

議
決
結
果

議
案
審
議

一
般
質
問

分
科
会

委
員
会
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Ｑ　
引
き
続
き
同
じ
指
定

管
理
者
と
な
る
が
、
事
業

者
側
か
ら
新
し
い
提
案
は

あ
っ
た
か
。

Ａ　
全
国
展
開
し
て
い
る

強
み
を
生
か
し
他
地
域
と

の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
や
、

採
用
や
人
材
交
流
の
面
で

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
せ
る
の
で
は
、
と
い
う

提
案
を
も
ら
っ
た
。

 

《
全
会
一
致
で
可
決
》

調
査
研
究

社
会
福
祉
協
議
会
委
託
の

結
婚
相
談
所
閉
所
方
針

Ｑ　
閉
所
し
よ
う
と
す
る

理
由
は
。

Ａ　
県
運
営
の
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が

本
格
稼
働
し
、
社
協

の
相
談
件
数
が
減
少

し
て
き
た
た
め
。
婚

活
イ
ベ
ン
ト
等
は
県

外
へ
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ

う
な
民
間
業
者
へ
の

委
託
を
検
討
。

小
中
学
校
プ
ー
ル
の
修
繕・

更
新
・
廃
止
に
つ
い
て

Ｑ　
教
育
委
員
会
で
は
自

校
プ
ー
ル
を
修
繕
し
て
使

い
続
け
る
場
合
と
、
民
間

プ
ー
ル
を
使
う
場
合
の
一

人
当
た
り
単
価
を
計
算
し
、

更
新
・
廃
止
の
判
断
基
準

を
示
し
た
が
、
地
域
に
よ

る
教
育
格
差
を
生
む
こ
と

に
つ
な
が
ら
な
い
か
。

Ａ　
プ
ー
ル
は
授
業
時
間

が
減
っ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
多
額
の
費
用
が
か
か

り
、
市
と
し
て
も
悩
ん
で

い
る
。
今
後
各
校
が
修
繕

時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

判
断
基
準
を
示
し
た
。

Ｑ　
廃
棄
物
の
処
理
及
び

再
利
用
等
に
関
す
る
条
例

改
正
（
し
尿
処
理
手
数
料

改
定
）
で
、
影
響
を
受
け

る
世
帯
数
は
。

Ａ　
事
業
者
か
ら
２
２
１

１
世
帯
と
聞
い
て
い
る
。

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
、
事
業
者
か
ら
対
象
世

帯
に
チ
ラ
シ
を
配
付
す
る

な
ど
周
知
に
努
め
て
い
く
。

 

︽
全
会
一
致
で
可
決
︾

児
童
扶
養
手
当
支
給
の
所

得
基
準
引
上
げ

Ｑ　
福
祉
医
療
費
給
付
金

条
例
改
正
の
効
果
は
。

Ａ　
児
童
扶
養
手
当
支
給

対
象
が
８
世
帯
増
え
る
。

 

︽
全
会
一
致
で
可
決
︾

調
査
研
究

25
年
度
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

平
リ
サ
イ
ク
ル
を
導
入

Ｑ　
事
業
者
か
ら
出
る
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
も
対
象
か
。

Ａ　
一
般
家
庭
か
ら
出
る

分
別
さ
れ
た
も
の
で
、
事

業
者
は
対
象
外
と
な
る
。

調
査
研
究

Ｑ　
現
在
の
経
営
状
況
は
。

Ａ　
売
上
が
マ
イ
ナ
ス
の

月
も
あ
っ
た
が
、
宴
会
も

回
復
傾
向
で
最
終
的
な
収

支
は
プ
ラ
ス
を
見
込
ん
で

い
る
。

Ｑ　
大
規
模
改
修
費
10
億

円
と
の
試
算
が
出
て
い
る
。

市
は
年
間
い
く
ら
の
費
用

を
掛
け
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　
試
算
は
主
に
空
調
設

備
等
の
内
部
の
改
修
費
用
。

市
の
経
費
も
今
後
、
存
廃

の
方
針
の
中
で
、
必
要
に

応
じ
示
し
た
い
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
関
係

Ｑ　
ホ
テ
ル
ル
ー
ト
イ
ン

須
坂
の
大
浴
場
で
使
用
す

る
温
泉
の
詳
細
は
。

Ａ　
須
坂
温
泉
の
お
湯
を

使
用
す
る
。
契
約
は
、
１

０
０
㍑
当
た
り
１
０
０
円

で
、
須
坂
温
泉
㈱
の
収
入

と
な
る
。

Ｑ　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
に

設
置
す
る
須
坂
市
ブ
ー
ス

の
事
業
者
は
。

Ａ　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
で
、
１
者
か
ら
応
募
が

あ
り
、
㈱
日
本
グ
ル
メ
市

場
を
優
先
交
渉
権
者
と
し

て
選
定
し
た
。

常 任 委 員 会 報 告

総務文教
南
部
・
東
部
・
北
部

児
童
セ
ン
タ
ー
指
定

管
理
者
を
指
定

 

委
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長

 

牧　

重
信

 

副
委
員
長

 

山
崎
永
一

 

委
員

 

早
川
航
紀

 

久
保
田
克
彦

 

岡
田
宗
之

 

水
越
正
和

 

岩
田
修
二

福祉環境
し
尿
処
理
手
数
料
を
値
上
げ

 

委
員
長

 

荒
井
一
彦

 

副
委
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長

 

浅
野
隆
義

 

委
員

 

野
崎
天
馬

 

宮
本
泰
也

 

竹
内　

勉

 

霜
田　

剛

▶ 現行リサイクル〈一部は最終的に焼却〉

▶ 水平リサイクル ＜半永久的にリサイクル可能＞
メーカー系

リサイクル事業者

（公財）日本容器包装
リサイクル協会

食品トレイ製品事業者
製品事業者
製品事業者

回収ペット
ボトル

回収ペット
ボトル

衣　料
プラ製品

リサイクル
焼却
焼却

ペットボトル 消費者

回収した使用済みのペットボトルを原料にして再びペットボトルをつくる。
市にとってもCO2排出削減や売却価格安定などの利点がある。

経済建設
湯
っ
蔵
ん
ど
の
現
状
と

今
後
は

 

委
員
長

 

酒
井
和
裕

 

副
委
員
長

 

西
脇　

隆

 

委
員

 

荒
井　

敏

 

堀
内
章
一

 

中
島
義
浩

 

石
合　

敬
ホテル大浴場では須坂温泉のお湯を使用

学校プールのあり方は（豊丘小学校）
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果
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会
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市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問

第 181 号　2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日5

【12月３日】
浅野　隆義 	 	  P6

	● 須坂市のごみ処理について
	● 臥竜公園のあり方と持続可能な運営について

牧　　重信 	 	  P7
	● 須坂市政の課題について

岩田　修二 	 	  P8
	● 市民の健全な生活環境を守る施策の推進に向けて
	● 指定管理者制度の検証
	● 2025年度予算編成に向けて

酒井　和裕 	 	  P9
	● 行財政改革推進事業について
	● 人口減少社会における支援・施策について

【12月４日】
荒井　　敏 	 	  P10

	● 教員の働き方改革
	● 上下水道管等の耐震化
	● 食料安全保障強化政策大綱の改正について

岡田　宗之 	 	  P11
	● 感染症と自己増殖型レプリコンワクチンについて
	● 身近な市民生活に関わる事項と法改正について

水越　正和 	 	  P12
	● 健康長寿発信都市須坂JAPANの成果と今後の展開
について
	● 空き家バンクの現状と今後の展開について

中島　義浩 	 	  P13
	● 24年度実施する政策・事業の進歩状況
	● 大型商業施設開業への対応
	● 臥竜公園の景観について
	● 安全、安心対策
	● 少子化対策・子育て支援

【12月５日】
早川　航紀 	 	  P14

	● 地籍調査について
	● プロモーション事業について
	● 地域おこし協力隊について

竹内　　勉 	 	  P15
	● 安全、安心、安価な水を供給する上下水道事業の継続を
	● 水道料金・下水道使用料値上げだけの上下水道事業
経営戦略でいいのか

堀内　章一 	 	  P16
	● ワクチン接種
	● 不登校問題
	● 子ども医療費

宮本　泰也 	 	  P17
	● 市長の政治姿勢について
	● 教員の働き方改革と子どもたちの教育について

【12月６日】
山崎　永一 	 	  P18

	● 子どもたちの可能性を広げていける公教育を

野崎　天馬 	 	  P19
	● 地方創生交付金恋人の聖地事業について

石合　　敬 	 	  P20
	● 業種による納税額と補助金のバランス
	● まるごと博物館構想の成果
	● クラブ地域移行による文科系の未来

久保田　克彦 	 	  P21
	● なぜ不登校の児童生徒が急増したか～実効性ある対策を
	● 入居者への配慮、地域への支援策なしの市営住宅
209戸削減計画について

※�各ページの二次元コードをスマートフォンなどで読み込む
とその議員の質問・答弁の録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問 通 告

文芸協のご協力により議場が華やかに
（今回は、行李柳、雪冠杉、ピンクッション、オンシジュームを生けてくださいました。）

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
市
の
行
政
事
務
全
般
の
執
行
状
況

や
将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
政
策
提
案
を
含
め
て
質
問
し
、

市
長
や
教
育
委
員
会
な
ど
の
見
解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

質
問
事
項
は
事
前
に
通
告
さ
れ
、
質
問
時
間
は
一
人
30
分

以
内
（
答
弁
は
含
ま
ず
）
で
す
。

議
案
審
議

分
科
会

議
決
結
果

一
般
質
問

委
員
会



一般質問

2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日　第 181 号 6

浅野 隆義 議員

問　

施
設
の
経
年
劣
化
で
、

処
理
能
力
や
安
全
性
に
問

題
は
出
て
い
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長　

清
掃
セ

ン
タ
ー
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り

処
理
能
力
が
低
下
し
て
い

る
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

よ
う
な
素
材
の
圧
縮
処
理

は
処
理
が
難
し
く
外
部
委

託
を
検
討
。
安
全
に
つ
い

て
は
点
検
や
稼
働
状
況
を

監
視
し
、
随
時
会
議
や
安

全
確
認
を
し
て
い
る
。

問　

設
備
の
故
障
時
の
対

応
策
は
。

市
民
環
境
部
長　

近
隣
自

治
体
や
民
間
事
業
者
へ
の

協
力
・
支
援
依
頼
な
ど
、

処
理
先
の
確
保
や
委
託
費

用
負
担
な
ど
の
課
題
対
応

が
必
要
と
な
る
。

問　

建
設
後
、
多
年
経
過

し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設

の
今
後
は
。

市
民
環
境
部
長　

設
備
の

耐
用
年
数
を
超
過
し
、
処

理
が
滞
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
施
設
更
新

に
は
多
く
の
財
源

が
必
要
で
あ
り
、

一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
へ
の
対

応
を
は
じ
め
、
十

分
な
検
討
を
行
う
。

臥
竜
公
園
の
あ
り

方
と
持
続
可
能
な

運
営
に
つ
い
て

問　
臥
竜
公
園
の

具
体
的
な
範
囲
と

そ
の
周
辺
エ
リ
ア

の
位
置
づ
け
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長 

臥
竜
公
園
は
竜
ケ
池
、
臥

竜
山
、
動
物
園
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
野
球
場
、
運
動

広
場
、
創
造
の
家
、
体
育

セ
ン
タ
ー
、
弓
道
場
を
都

市
計
画
決
定
に
よ
り
定
め

て
い
る
。
米
持
橋
上
流
か

ら
国
道
４
０
６
号
百
々
川

橋
下
流
ま
で
の
河
川
敷
内

の
百
々
川
緑
地
は
、
都
市

緑
地
と
定
め
て
い
る
。

問 

臥
竜
公
園
と
周
辺
エ

リ
ア
を
総
合
都
市
型
公
園

に
再
構
築
す
る
考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長 

エ
リ
ア
の
魅
力
発
信
は
、

臥
竜
公
園
と
百
々
川
緑
地

を
一
体
と
し
て
の
P
R
が

効
果
的
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

一
帯
が
分
か
り
や
す
く
な

る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い

る
。
現
地
の
案
内
看
板
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
検
討
。

問 

ふ
る
さ
と
納
税
に
臥

竜
公
園
専
用
項
目
を
加
え

て
整
備
に
充
て
る
こ
と
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

今
あ
る
項
目
の
﹁
ま
ち
づ

く
り
﹂
と
﹁
須
坂
市
に
お

ま
か
せ
﹂
で
も
充
当
で
き

る
の
で
、
臥
竜
公
園
専
用

の
項
目
を
新
た
に
加
え
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

直
近
の
ふ
る
さ
と
納

税
か
ら
充
当
し
た
金
額
は
。

総
務
部
長　

23
年
度
は

﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
か
ら
は

な
く
、
﹁
須
坂
市
に
お
ま

か
せ
﹂
か
ら
樹
木
の
枝
の

整
備
で
５
０
０
万
円
を
充

当
。

問　

公
園
の
発
展
や
充
実

を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
立
ち
上
が
れ
ば
、
事

業
の
優
先
度
を
見
て
、
財

源
措
置
を
す
る
選
択
肢
も

あ
る
。

ご
み
処
理
施
設
更
新
の
考
え
は

施
設
更
新
は
不
可
欠

大事なのは次の夢、「今は
できない」を「絶対でき
ない」と間違えないよう
にしないと

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

ごみ処理施設は市民生活の重要なインフラ

公園整備は須坂市の経済施策

浅野　隆義
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果
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議
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果



一般質問

第 181 号　2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日7
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

須
坂
市
政
の
課
題
に
つ
い

て問　

市
税
収
入
を
増
や
す

た
め
の
対
応
は
。

市
長　

須
坂
市
の
税
収
の

傾
向
と
し
て
、
固
定
資
産

税
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
山
林
が
市
域

の
約
70
％
を
占
め
る
こ
と
、

工
場
な
ど
の
償
却
資
産
が

少
な
い
こ
と
が
要
因
と
分

析
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
な
ど

を
重
点
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
の
税

収
増
を
期
待
し
て
い
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
資

金
を
財
源
と
し
て
ど
の
よ

う
に
活
用
す
る
の
か
。

市
長　
安
定
財
源
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
頼
ら
な
い
財
政
運

営
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
物

価
高
騰
な
ど
の
影
響
も
あ

り
、
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
危
機
感
を
感
じ
て

い
る
。

　
加
え
て
、
少
子
化
・
人

口
減
少
社
会
へ
の
対
応
や

社
会
保
障
等
の
増
加
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、

財
政
需
要
の
増
加
は
避
け

て
通
れ
な
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
頼
ら

な
い
財
政
運
営
を
早
期
に

構
築
す
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
は
臨
時
的
な

経
費
に
優
先
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　

決
算
状
況
を
見
る
と

総
務
費
が
増
大
し
て
い
る

が
今
後
の
方
向
は
。

市
長　

総
務
費
に
は
職
員

研
修
や
財
務
・
会
計
の
ほ

か
行
政
改
革
推
進
費
、
防

災
、
徴
税
費
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

か
か
る
経
費
な
ど
も
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
。

問　

教
育
費
に
つ
い
て
、

19
年
度
は
約
30
億
８
千
万

円
で
全
体
の
12
・
５
％
、

23
年
度
は
約
27
億
９
千
万

円
で
全
体
の
９
・
5
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
削
減
さ

れ
た
理
由
は
。

市
長 

教
育
費
に
は
、
幼

稚
園
や
小
中
学
校
、
公
民

館
、
体
育
館
の
運
営
費
用

な
ど
、
教
育
全
般
が
含
ま

れ
る
。
教
育
費
の
減
額
は
、

19
年
度
の
重
点
事
業
と
し

て
実
施
し
た
小
中
学
校
全

校
の
空
調
設
備
︵
エ
ア
コ

ン
︶
設
置
工
事
費
、
総
額

で
約
７
億
円
が
終
了
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
。

意
見　

財
政
需
要
の
増
加

に
応
え
ら
れ
る
財
政
運
営
、

財
務
体
質
の
強
化
が
必
要

だ
。
行
政
の
行
っ
て
い
る

す
べ
て
の
事
業
の
見
直
し
、

優
先
順
位
の
見
直
し
を
し

て
、
時
代
の
要
請
を
鑑
み

て
組
織
体
制
の
見
直
し
を
。

ま
た
、
市
政
の
課
題
解
決

の
た
め
に
も
S
D
G
ｓ
や

Ｃ
Ｏ
²
削
減
に
力
を
注
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

牧 重信 議員

これからは生成AIなどデ
ジタルを活用したサテラ
イトオフィスも必要だ

ふるさと納税の活用方法は

頼らざるを得ない状況に危機感

須坂市の重要課題は？何を優先するのか

牧　重信
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果



一般質問

2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日　第 181 号 8
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

岩田 修二 議員

議員提言は市政運営に生
かしていきたいが、個別
事案では他市は他市、状
況が違うと市長

問　

市
税
を
除
く
自
主
財

源
の
確
保
見
通
し
は
。

市
長　

近
年
の
物
価
高
騰

等
に
伴
い
、
施
設
の
維
持

管
理
費
が
大
幅
に
増
加
し

て
お
り
、
本
来
受
益
者
負

担
で
賄
う
べ
き
使
用
料
等

に
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

施
設
の
あ
り
方
を
含
め
、

26
年
度
か
ら
全
庁
一
斉
に

見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

問　

現
状
で
は
ふ
る
さ
と

納
税
に
頼
り
切
っ
た
財
源

見
通
し
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
将
来
を
見
据
え
て

具
体
的
な
脱
却
方
針
を
示

す
べ
き
。

市
長　

ふ
る
さ
と
納
税
は

﹁
安
定
財
源
で
は
な
い
﹂

こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
頼
ら

な
い
財
政
運
営
に
努
め
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
事
業
費

の
増
や
、
人
件
費
、
公
債

費
の
増
加
の
た
め
、
残
念

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
依
存
し
た
財
政
運
営
が

続
い
て
い
る
。

問　

毎
年
「
区
」
等
か
ら

大
・
小
様
々
な
要
望
事
項

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
関

係
部
署
の
返
答
は
毎
年

「
厳
し
い
財
政
状
況
」

「
緊
急
性
」
で
片
づ
け
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
の

話
も
聞
こ
え
て
い
る
。
そ

う
し
た
市
民
要
望
に
つ
い

て
の
基
本
方
針
は
。

市
長　

内
容
や
現
場
の
状

況
を
確
認
し
た
う
え
で
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
緊

急
性
の
高
い
も
の
は
す
ぐ

に
対
応
し
て
い
る
が
、
そ

う
で
な
い
と
判
断
し
た
場

合
は
、
予
算
状
況
や
今
後

の
事
業
計
画
を
考
慮
し
た

う
え
で
対
応
を
検
討
す
る

方
針
と
し
て
い
る
。

市
民
の
健
全
な
生
活
環
境

を
守
る
施
策
の
推
進

問　

い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ミ
屋

敷
」
の
現
状
把
握
は
で
き

て
い
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

法
律
上

明
確
な
定
義
が
な
く
、
市

内
を
対
象
と
し
た
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
。

問　

空
家
等
対
策
計
画
の

基
本
方
針
と
計
画
実
行
は

民
間
主
導
で
は
な
く
専
任

的
な
部
署
が
主
導
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

　

空
家
の
増
加
抑
制
や
新
た

な
空
家
発
生
を
未
然
に
防

ぐ
施
策
は
、
行
政
主
導
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

指
定
管
理
者
制
度
の
検
証

問　

制
度
移
行
後
の
目
的

達
成
状
況
に
つ
い
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
図

ら
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

総
合
評
価
に

お
い
て
、
さ
ら
な
る
努
力

が
必
要
と
し
た
施
設
が
１

施
設
、
若
干
の
改
善
が
必

要
と
し
た
施
設
が
３
施
設

で
あ
り
、
そ
の
他
の
施
設

は
適
正
又
は
優
れ
て
い
る

と
い
う
評
価
。

問　

指
定
管
理
業
務
は
非

正
規
従
業
員
の
割
合
が
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
労
働

条
件
の
実
態
は
。

総
務
部
長　

施
設
の
適
正

管
理
及
び
適
切
な
人
員
の

配
置
を
確
認
し
て
い
る
。

「
１
０
３
万
円
の
壁
」市
税
へ
の
影
響

減
収
額
は
８
億
円
前
後
に

指定管理が継続　東部児童センター

岩田　修二
「録画映像配信」
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問　

須
坂
市
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
２
０
２
５
で
は
、

三
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ

た
47
の
具
体
的
な
取
組
を

行
動
計
画
と
し
て
策
定
、

実
施
し
て
い
る
が
、
現
在

ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

総
務
部
長　

47
の
行
動
計

画
の
実
績
効
果
額
は
、
21

年
度
は
約
12
億
５
千
万
円
、

22
年
度
は
約
15
億
７
千
万

円
、
23
年
度
は
約
18
億
１

千
万
円
。
そ
の
内
、
信
州

須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
実
績
効
果
額
が
約
９

割
を
占
め
、
特
色
を
生
か

し
た
地
域
振
興
の
推
進
及

び
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

財
政
運
営
の
施
策
実
現
に

寄
与
し
て
い
る
。
安
定
財

源
で
な
い
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
経
常
経
費
に
充

当
し
て
い
る
の
が
課
題
だ
。

問　

23
年
度
の
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
は
約
39
億
２

千
万
円
だ
っ
た
が
、
返
礼

品
額
等
を
除
い
た
実
績
効

果
額
は
。

総
務
部
長　

23
年
度
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
の
実
績

効
果
額
は
約
16
億
８
千
万

円
。

問　

23
年
度
の
実
績
効
果

額
約
18
億
１
千
万
円
か
ら

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
実

績
効
果
額
約
16
億
８
千
万

円
を
引
く
と
約
１
億
３
千

万
円
程
だ
が
、
そ
の
中
で

成
果
を
あ
げ
た
主
な
取
組

は
。

総
務
部
長　

産
業
団
地
の

開
発
で
５
２
０
０
万
円
、

農
園
関
連
施
設
の
維
持
管

理
で
４
３
２
０
万
円
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

活
用
で
１
２
０
０
万
円
な

ど
。

問 
市
職
員
の
働
き
方
改

革
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
か
。

総
務
部
長 
職
員
の
働
き

方
改
革
の
推
進
で
は
、
時

差
出
勤
・
テ
レ
ワ
ー
ク
等

を
導
入
し
環
境
整
備
を
図

っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ

る
業
務
効
率
化
で
は
、
文

書
管
理
や
電
子
決
裁
シ
ス

テ
ム
導
入
に
よ
り
自
宅
で

も
文
書
の
決
裁
が
可
能
に

な
っ
た
。

人
口
減
少
社
会
対
策

問　

人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
支
援
・
施
策
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

副
市
長　

一
つ
目
は
よ
り

工
夫
し
た
出
会
い
の
機
会

の
創
出
で
、
婚
活
セ
ミ
ナ

ー
や
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

を
し
っ
か
り
行
い
、
県
外

か
ら
の
移
住
者
増
を
図
り

た
い
。
二
つ
目
は
若
年
層

を
対
象
に
し
た
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

を
検
討
し
て
い
く
。

問 

少
子
化
対
策
と
居
住

に
係
る
支
援
は
。

副
市
長 

結
婚
し
て
新
生

活
を
始
め
る
新
婚
世
帯
の

経
済
的
不
安
軽
減
の
た
め
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

新
生
活
の
一
部
を
補
助
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
賃

貸
住
宅
の
家
賃
、
引
越
し

費
用
、
リ
フ
ォ
ー
ム
代
、

新
規
住
宅
取
得
費
用
な
ど

が
対
象
。

安定財源でない「ふるさと納税」

経常経費に充当しているのが課題

人口減少は大きな課題。
いろいろな考えのもと、
少しでも人口減少が抑え
られる施策を

酒井 和裕 議員

酒井　和裕
「録画映像配信」

人口減少社会…どのように次元の異なる
少子化対策をしていくか

須坂市人口のこれまでの推移と将来推計

（データ出典：国立社会保障・人口問題研究所）
須坂市行財政改革プラン 2025（2021年1月）より
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荒井 敏 議員

教
員
の
働
き
方
改
革

問　

教
員
の
働
き
方
改
革

の
一
環
で
の
部
活
動
の
地

域
ク
ラ
ブ
移
行
だ
が
、
運

営
費
用
を
利
用
者
が
負
担

す
る
と
月
４
千
円
程
に
な

り
、
部
活
動
へ
の
参
加
が

難
し
く
な
っ
て
は
本
末
転

倒
だ
。
負
担
額
は
今
ま
で

の
月
５
０
０
円
程
度
と
し
、

公
的
な
費
用
と
し
て
賄
う

べ
き
だ
。

教
育
長　

生
徒
が
経
済
的

理
由
に
よ
っ
て
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
へ
の
参
加
を
あ
き

ら
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

困
窮
家
庭
へ
の
支
援
を
検

討
す
る
。

問 

教
職
の
魅
力
低
減
は
、

勤
務
量
の
多
さ
と
、
そ
れ

に
対
す
る
報
酬
が
見
合
わ

な
い
こ
と
、
モ
ン
ス
タ
ー

ペ
ア
レ
ン
ツ
と
言
わ
れ
る

理
不
尽
な
保
護
者
対
応
が

要
因
だ
と
思
う
。
働
き
方

改
革
で
残
業
時
間
の
減
少

と
と
も
に
給
特
法
の
改
正

も
進
み
そ
う
だ
が
、
現
職

の
教
員
は
、
仕
事
量
の
削

減
が
一
番
で
、
そ
の
た
め

に
は
教
員
も
し
く
は
業
務

を
受
け
持
っ
て
く
れ
る
方

を
増
や
し
て
、
仕
事
量
を

減
ら
し
て
も
ら
い
た
い
と

の
声
が
多
い
。
県
や
国
に

教
員
の
配
置
基
準
を
見
直

し
、
教
員
増
員
を
強
く
要

請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　
教
職
の
魅
力
低

減
の
主
な
原
因
は
、
業
務

量
の
多
さ
、
処
遇
の
問
題
、

保
護
者
対
応
の
難
し
さ
と

認
識
し
て
い
る
。
業
務
負

担
を
軽
減
し
質
の
高
い
授

業
を
実
施
す
る
た
め
に
、

業
務
の
分
業
化
、
協
業
化

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

教
員
配
置
基
準
の
見
直
し

や
、
支
援
員
の
充
実
を
国
、

県
に
要
望
し
て
い
く
。

食
料
自
給
率
と
農
業
者
支

援問 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や

気
象
変
動
に
よ
り
、
食
糧

安
全
保
障
上
の
危
機
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
る
。
日

本
の
食
料
自
給
率
も
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
で
38
％
と
な

っ
て
い
る
が
、
欧
米
で
は

一
〇
〇
％
を
超
え
て
い
る

国
も
あ
る
。
日
本
国
民
が

困
ら
な
い
程
度
の
自
給
率

は
ど
の
位
か
。

産
業
振
興
部
長　
必
要
値

は
分
か
り
か
ね
る
が
、
食

糧
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
で
は
、
30
年
度
ま
で
に

45
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
る
。
し
か
し
、
30
年

ま
で
に
、
国
内
全
農
地
を

最
大
限
に
フ
ル
活
用
し
て

も
、
自
給
率
一
〇
〇
％
は

物
理
的
に
達
成
で
き
な
い
。

問 

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

欧
州
の
各
国
は
、
相
当
な

農
業
所
得
補
助
や
高
い
関

税
で
、
国
内
の
農
家
を
守

っ
て
い
る
。
日
本
も
農
業

所
得
補
助
等
で
農
家
を
守

る
べ
き
だ
。

産
業
振
興
部
長 

欧
米
で

は
、
農
業
は
命
と
国
土
、

国
境
を
守
る
も
の
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
お
り
、
国
民

皆
で
支
え
る
の
は
当
た
り

前
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。

部
活
動
の
地
域
ク
ラ
ブ
費
用
負
担
は

参
加
し
や
す
い
金
額
を
設
定

令和の米騒動は落ち着い
てきたが高値安定。食糧
不足が今回の米だけで終
れば良いが

スーパーには大量の米だが価格は高止まり

荒井　敏
「録画映像配信」
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身
近
な
市
民
生
活
に
関
わ

る
法
改
正

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
更
新
手
続
は
。

市
民
環
境
部
長　
カ
ー
ド

本
体
の
有
効
期
限
は
作
成

日
か
ら
10
回
目
の
誕
生
日

ま
で
、
電
子
証
明
書
は
５

回
目
の
誕
生
日
ま
で
。
更

新
案
内
は
期
限
の
約
３
か

月
前
に
送
付
さ
れ
る
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
状

況
は
。

市
民
環
境
部
長　
市
の
国

民
健
康
保
険
は
65
％
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

62
・
８
％
が
利
用
登
録
済
。

対
応
医
療
機
関
は
約
９
割
。

問　
マ
イ
ナ
免
許
証
が
３

月
か
ら
運
用
開
始
予
定
だ

が
、
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
は
。

市
民
環
境
部
長　
利
用
は

任
意
で
、
住
所
変
更
手
続

が
不
要
に
な
り
、
更
新
時

の
講
習
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

で
き
る
が
、
紛
失
時
の
再

発
行
に
時
間
が
か
か
る
課

題
が
あ
る
。

問　
道
路
交
通
法
改
正
に

伴
い
、
自
転
車
の
「
な
が

ら
ス
マ
ホ
」
や
「
酒
気
帯

び
運
転
」
に
罰
金
な
ど
の

罰
則
が
強
化
さ
れ
た
が
、

市
民
の
安
心
安
全
の
た
め

改
正
内
容
の
周
知
を
し
た

ら
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長　
市
報
や

回
覧
を
通
じ
て
周
知
す
る
。

問　
改
正
戸
籍
法
に
よ
り

戸
籍
の
氏
名
に
フ
リ
ガ
ナ

が
追
加
さ
れ
、
キ
ラ
キ
ラ

ネ
ー
ム
が
制
限
さ
れ
る
が
、

判
断
基
準
は
。

市
民
環
境
部
長　
一
般
に

認
め
ら
れ
る
も
の
が
基
準

と
な
り
キ
ラ
キ
ラ
ネ
ー
ム

が
制
限
さ
れ
る
。
市
で
判

断
が
困
難
な
場
合
は
法
務

局
が
判
断
。

問　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
が
３
月
か
ら

新
カ
ー
ド
に
切
り
替
わ
る

が
、
新
機
能
と
手
続
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
　

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
︵
ス
イ
カ
︶

の
機
能
を
追
加
し
全
国
利

用
が
可
能
に
な
る
。
旧
カ

ー
ド
は
手
数
料
無
料
で
解

約
・
払
戻
し
可
能
。

問　
地
域
の
元
気
を
生
み

出
す
事
業
を
支
援
す
る
県

の
「
地
域
発 

元
気
づ
く

り
支
援
金
」
。
来
年
度
か

ら
支
給
基
準
の
ハ
ー
ド
ル

が
上
が
る
が
市
の
対
応
は
。

総
務
部
長　
単
発
イ
ベ
ン

ト
事
業
な
ど
は
対
象
外
と

な
る
が
、
地
域
づ
く
り
団

体
の
基
盤
強
化
や
他
の
助

成
金
の
紹
介
を
し
て
い
く
。

感
染
症
に
つ
い
て

問　
自
己
増
殖
型
レ
プ
リ

コ
ン
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性

は
。

健
康
福
祉
部
長　
長
期
間

の
効
果
が
期
待
さ
れ
、
安

全
性
は
国
の
審
議
会
で
確

認
済
み
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、

接
種
し
た
人
か
ら
周
囲
の

人
に
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
や

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
す
る

﹁
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
﹂
の
懸

念
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

リ
ス
ク
は
な
い
。

マイナンバーカードの保有率は

県内19市でトップの76.４％

岡田 宗之 議員

マイナンバーカードは
課題もあるが、便利に
なっていくので活用し
たい

これまでの免許証とマイナ免許証の両方も選べる

岡田　宗之
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会
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員
会
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般
質
問
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一般質問

2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日　第 181 号 12
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

健
康
長
寿
発
信
都
市
須
坂

J
A
P
A
N
事
業
の
展
開

問　
須
坂
温
泉
厨
房
で
は

健
康
長
寿
食
を
開
発
し
て

い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
成

果
は
。

市
長　
17
年
に
健
康
長
寿

食
定
食
を
開
発
。
22
年
に

は
半
日
分
の
野
菜
が
摂
れ

る
﹁
黒
酢
あ
ん
か
け
ご
飯
﹂

を
開
発
し
た
。
予
約
制
だ

が
２
種
類
の
健
康
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
し
て
い
る
。

問　
そ
の
程
度
で
開
発
拠

点
と
言
え
る
の
か
。
も
っ

と
開
発
促
進
を
。

市
長　
そ
の
旨
伝
え
る
が

厳
し
い
現
状
を
考
え
る
と

約
束
は
で
き
な
い
。

問　
当
初
の
目
的
の
中
に
、

開
発
し
た
レ
シ
ピ
を
市
内

の
飲
食
店
に
広
め
、
雇
用

の
創
出
と
所
得
の
向
上
を

図
る
と
し
て
い
る
が
、
そ

の
成
果
は
。

産
業
振
興
部
長　
市
内
の

飲
食
店
の
状
況
は
把
握
し

て
い
な
い
。

問　
身
近
で
帯
状
疱
疹
を

発
症
し
た
人
が
増
え
て
き

た
よ
う
に
思
う
し
、
テ
レ

ビ
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

勧
め
る
C
M
を
目
に
す
る
。

罹
患
率
は
ど
の
位
か
。

市
長　
加
齢
に
伴
い
増
加

傾
向
で
、
70
歳
以
上
で
１

％
以
上
だ
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は

２
種
の
方
法
が
あ
る
が
、

医
師
は
１
回
２
万
円
程
度

で
２
回
接
種
し
効
果
が
10

年
続
く
と
言
わ
れ
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
勧
め
て
い
る
。

健
康
長
寿
事
業
を
推
進
し

て
い
る
都
市
だ
か
ら
本
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
補
助
金
制

度
の
新
設
を
。

市
長　
開
始
時
期
は
未
定

だ
が
国
の
定
期
接
種
化
の

方
針
は
決
定
し
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
任
意
接
種

に
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
国
の
方
針
で
は
何
が

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
接
種
対

象
者
は
65
歳
以
上
と
す
る

こ
と
の
み
。
来
年
度
か
ら

実
施
し
て
も
よ
い
よ
う
に

市
で
は
準
備
を
進
め
て
い

る
。

問　
須
坂
市
の
65
歳
以
上

の
人
数
は
デ
ー
タ
か
ら
３

万
人
弱
だ
。
そ
の
内
の
１

％
が
接
種
す
る
と
し
て
、

仮
に
２
万
円
を
補
助
す
る

と
予
算
は
６
０
０
万
円
だ
。

こ
の
予
算
が
捻
出
で
き
れ

ば
、
例
え
ば
絵
を
買
う
の

で
は
な
く
市
民
の
健
康
管

理
に
役
立
て
た
ほ
う
が
効

果
的
で
は
な
い
か
。

市
長　
絵
の
購
入
な
ら
１

回
の
予
算
で
済
む
が
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
補
助
金
は
毎

年
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　
国
の
方
針
が
固
ま
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
そ
ん
な

に
遠
い
未
来
の
話
で
は
な

い
。
国
が
実
施
す
る
ま
で

の
間
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

せ
ず
に
発
症
す
る
人
も
出

て
く
る
。
再
検
討
を
。

市
長　
市
の
補
助
を
受
け

た
人
と
受
け
な
か
っ
た
人

と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ

て
し
ま
う
の
で
、
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
補
助
を

公
的
補
助
は
考
え
て
い
な
い

健康長寿を政策に掲げな
がらワクチン接種案に耳
を傾けない。ここでも国
策頼みの姿勢が

水越 正和 議員

帯状疱疹ワクチンの一例

水越　正和
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会

委
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一般質問

第 181 号　2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日13
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　

開
業
に
よ
る
地
元
商

店
へ
の
影
響
を
、
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

市
内
で

営
業
し
て
い
る
多
く
の
事

業
者
は
、
自
助
努
力
や
危

機
感
を
持
っ
た
経
営
に
よ

り
、
固
定
客
の
確
保
な
ど

堅
実
な
営
業
を
さ
れ
て
お

り
、
影
響
は
限
定
的
と
思

わ
れ
る
。

問　

長
野
市
内
の
商
店

会
・
会
議
所
な
ど
６
団
体

は
、
市
内
商
業
者
の
支

援
・
経
済
対
策
を
求
め
る

要
望
書
を
長
野
市
に
提
出

し
た
。
中
野
市
商
店
会
連

合
会
・
各
種
団
体
も
、
中

野
市
へ
の
要
望
書
提
出
を

検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
。

須
坂
市
の
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

現
段
階

で
市
へ
の
要
望
書
な
ど
は

受
け
て
い
な
い
。

問　

イ
オ
ン
へ
の
来
店
客

を
ど
の
よ
う
に
市
内
へ
回

遊
さ
せ
る
の
か
。
例
え
ば

善
光
寺
の
よ
う
な
長
野
市

の
施
設
に
優
る
既
存
施
設

が
市
内
に
あ
る
の
か
。

市
長　

イ
オ
ン
内
に
須
坂

市
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
の

は
、
そ
れ
が
一
つ
の
大
き

な
目
的
。
須
坂
の
特
色
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
目
立

っ
た
施
設
は
な
い
が
、
来

る
と
味
わ
い
の
あ
る
施
設

が
多
い
こ
と
だ
。

24
年
度
事
業
の
進
捗
状
況

問　

予
算
計
上
さ
れ
な
が

ら
、
ま
だ
実
施
し
て
い
な

い
事
業
は
あ
る
の
か
。

副
市
長　

概
ね
着
手
し
て

い
る
が
、
年
度
内
の
竣
工

が
困
難
な
事
業
は
、
繰
越

明
許
費
で
対
応
す
る
。

問 

臥
竜
公
園
の
親
水
広

場
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら

芝
生
へ
張
り
か
え
る
工
事

の
遅
れ
の
理
由
は
。
冬
に

芝
生
は
根
付
く
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長 

利
用
者
が
少
な
い
時
期
に

発
注
し
12
月
に
着
工
す
る
。

芝
生
に
つ
い
て
は
造
園
業

者
も
特
に
問
題
な
い
と
言

っ
て
い
る
。

問 

闇
バ
イ
ト
の
低
年
齢

化
へ
の
対
応
は
。

教
育
長 

生
徒
が
犯
罪
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
指
導

し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
犯
罪
加
害
者
に
な
ら
な

い
た
め
の
指
導
も
必
要
。

問 

学
校
給
食
費
の
無
償

化
に
関
し
て
、
政
府
が
発

表
し
た
「
重
点
支
援
地
方

交
付
金
」
の
給
食
費
支
援

と
は
。

教
育
次
長 

11
月
22
日
に

閣
議
決
定
し
た
﹁
総
合
経

済
対
策
﹂
の
中
で
、
﹁
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
う

ち
重
点
支
援
地
方
交
付
金

で
は
、
地
方
公
共
団
体
が

行
う
物
価
高
対
策
を
支
援

す
る
た
め
、
推
奨
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
、
小
中
学
校
等

に
お
け
る
学
校
給
食
費
等

の
支
援
﹂
と
あ
り
、
補
正

予
算
は
年
内
成
立
を
目
指

し
て
い
る
。

意
見 

学
校
給
食
費
の
負

担
軽
減
策
は
、
国
の
支
援

を
待
つ
の
で
は
な
く
、
市

が
前
へ
進
め
る
事
業
。
支

援
策
が
人
口
増
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

大型商業施設開業と地元商業対策

営業への影響は限定的と思われる

中島 義浩 議員

学校給食費の無償化実現
を！

建設が進むイオンモール須坂（2024 年12月9日撮影）

中島　義浩
「録画映像配信」
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一般質問
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（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問　

地
籍
調
査
を
進
め
る

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

メ
リ
ッ
ト
は
、
土
地
の
境

界
が
明
確
と
な
り
、
境
界

紛
争
を
未
然
に
防
止
で
き

る
、
一
筆
ご
と
の
境
界
の

位
置
が
公
共
座
標
に
よ
り

管
理
さ
れ
る
た
め
、
万
が

一
の
災
害
の
場
合
に
も
、

境
界
を
正
確
に
復
元
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
復
旧
活

動
を
迅
速
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
、
土
地
一
筆
ご

と
の
正
確
な
地
目
や
面
積

が
、
固
定
資
産
税
の
課
税

情
報
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、

課
税
の
適
正
化
、
公
平
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
特
に

な
い
と
考
え
る
。

問　

境
界
明
確
化
活
動
や

森
林
経
営
計
画
策
定
の
際

の
測
量
や
、
公
共
事
業
に

伴
う
測
量
に
お
い
て
、
国

土
調
査
法
19
条
5
項
の
指

定
と
な
れ
ば
地
積
調
査
と

し
て
認
め
ら
れ
る
と
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
な

る
測
量
は
な
か
っ
た
の
か
。

今
後
の
測
量
に
お
い
て
は

地
籍
調
査
の
対
象
と
な
る

か
ど
う
か
進
め
方
を
見
直

し
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

改
め
て
対
象
に
な
る
か
に

つ
い
て
調
べ
る
。

市
長 

災
害
が
起
き
や
す

い
箇
所
を
重
点
的
に
、
国

の
補
助
制
度
等
も
取
り
入

れ
て
部
署
を
横
断
し
て
検

討
し
て
い
く
。

須
坂
市
の
知
名
度
向
上
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

問　

観
光
案
内
誘
客
業
務
、

観
光
P
R
業
務
の
委
託
先

は
、
全
国
の
メ
デ
ィ
ア
に

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
可
能
な

民
間
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

須
坂
市
と
し
て
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
を
し
て
い
る
対
象

は
地
元
中
心
の
メ
デ
ィ
ア

の
み
。
市
外
の
方
に
向
け

て
は
委
託
先
に
も
協
力
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り

広
く
情
報
が
届
く
の
で
は
。

総
務
部
長　

プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
の
目
的
は
よ
り
多
く

の
人
に
情
報
が
届
く
こ
と

な
の
で
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
手
段
で
あ
れ
ば
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問 

須
坂
市
で
は
S
N
S

を
活
用
し
て
、
市
民
や
民

間
事
業
者
も
市
の
P
R
に

な
る
よ
う
な
投
稿
を
沢
山

し
て
い
る
。
市
独
自
で
予

算
を
か
け
て
情
報
発
信
を

す
る
だ
け
で
な
く
、
共
通

の
「
＃
」
を
決
め
て
、
皆

さ
ん
に
投
稿
を
呼
び
か
け

る
の
は
ど
う
か
。

市
長 

須
坂
市
の
住
み
や

す
さ
や
自
然
豊
か
な
と
こ

ろ
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
広
報
パ
ー
ソ
ン
に
な

る
と
い
う
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。
﹁
＃
﹂
は
庁
内

で
検
討
を
し
て
い
き
た
い

が
、
縦
割
り
組
織
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
私
が
あ
る

程
度
方
針
を
出
し
て
、
意

見
交
換
を
し
て
い
く
の
が

大
事
だ
と
思
う
。

須
坂
市
の
地
籍
調
査
の
完
了
予
定
は

進
捗
率
１
・
46
％
、千
年
程
度
か
か
る

公図の多くは明治時代に
作られたもの
多くのメリットがある地
籍調査の推進を！

早川 航紀 議員

早川　航紀
「録画映像配信」

長野県は全国的にも遅れています。

地籍調査進捗率
(令和５年度末時点、令和６年６月調べ )

国土交通省
地籍調査 webサイト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果
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一般質問

第 181 号　2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日15
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

安
全
、
安
心
、
安
価
な
水

を
供
給
す
る
水
道
事
業
の

継
続
を

問　
水
道
管
の
口
径
20
㎜

の
場
合
、
１
カ
月
20
㎥
利

用
し
て
月
額
３
９
７
０
円
。

下
水
道
は
３
６
４
０
円
。

決
し
て
安
く
は
な
い
。
水

道
法
の
基
本
理
念
（
清
浄
、

豊
富
、
低
廉
）
の
低
廉
だ

け
を
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

除
く
の
は
お
か
し
い
。
水

道
法
よ
り
も
地
方
公
営
企

業
法
を
優
先
し
て
、
値
上

げ
と
は
矛
盾
す
る
「
低
廉
」

だ
け
を
除
い
た
の
で
は
な

い
か
。

「
安
心
・
安
全
・
安
定
で

未
来
へ
の
信
頼
を
築
く
須

坂
」
の
経
営
理
念
の
中
に

低
廉
の
文
言
を
入
れ
る
べ

き
で
は
。

水
道
局
長　
人
口
減
少
等

で
水
需
要
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。
人
件
費
、
動
力
費
、

資
材
等
の
高
騰
で
物
価
上

昇
が
進
ん
で
い
る
。

　
水
道
法
に
あ
る
低
廉
に

努
め
、
地
方
公
営
企
業
法

の
受
益
者
負
担
も
順
守
す

る
の
で
、
基
本
理
念
に
は

入
れ
な
い
。

問　
水
道
料
金
等
改
定
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

水
道
局
長　
今
年
度
中
に

経
営
戦
略
を
改
定
し
、
来

年
度
は
料
金
体
系
改
定
審

議
会
を
開
催
す
る
。

　
そ
の
後
、
条
例
改
正
、

市
民
へ
周
知
を
図
り
、
27

年
度
か
ら
水
道
料
金
体
系

の
運
用
が
で
き
る
よ
う
進

め
る
。

問　
水
道
料
金
の
値
上
げ

は
、
20
年
間
で
５
年
毎
に

計
４
回
。
改
定
後
の
料
金

に
対
し
て
毎
回
９
％
値
上

げ
す
る
と
、
合
計
41
％
の

値
上
げ
。
口
径
20
㎜
の
水

道
管
で
１
カ
月
20
㎥
利
用

し
た
場
合
、
20
年
後
に
は

月
額
５
６
０
２
円
と
な
り
、

年
間
１
万
９
５
８
４
円
の

負
担
増
に
な
る
。

　
下
水
道
使
用
料
は
毎
回

８
・
５
％
、
合
計
38
・
６

％
の
値
上
げ
。
20
年
後
に

は
月
額
５
０
４
４
円
と
な

り
、
年
間
１
万
６
８
４
８

円
の
負
担
増
に
な
る
。
上

下
水
道
合
計
で
40
％
の
値

上
げ
で
、
年
間
３
万
６
４

３
２
円
も
の
負
担
増
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

水
道
局
長　
い
ろ
い
ろ
な

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
市
民
の

大
き
な
負
担
に
な
る
が
、

人
口
減
少
に
よ
る
収
入
の

減
少
、
設
備
更
新
が
必
要

な
こ
と
、
料
金
等
の
平
準

化
や
世
代
間
の
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
算
定
し

た
数
字
だ
。

問　
水
道
事
業
の
安
定
化

と
受
益
者
負
担
軽
減
を
、

国
に
強
く
要
望
す
る
考
え

は
。

市
長　
上
下
水
道
が
極
め

て
重
要
な
こ
と
は
国
も
認

識
し
て
い
る
。
料
金
体
系

は
、
あ
る
程
度
の
受
益
者

負
担
は
必
要
だ
。
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
に
対
し
て

ど
う
す
る
か
。
ト
ー
タ
ル

と
し
て
持
続
可
能
な
上
下

水
道
事
業
を
進
め
る
と
と

も
に
、
困
っ
て
い
る
方
へ

の
支
援
を
ど
う
す
る
か
考

え
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
。

竹内 勉 議員

水道ビジョンに低廉（安価）の文言を

基本理念には入れない

生活が苦しい折、27年度
から水道料金も値上げの
方向。値上げストップで
がんばるぞ
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一般質問

2025 年 ( 令和 7 年 ) 2 月 1 日　第 181 号 16
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

堀内 章一 議員

重症化防止の観点から、
発症予防効果を考えれば、
50歳から接種することが
望ましい

問　
帯
状
疱
疹
の
年
齢
別

発
症
率
は
、
50
歳
以
上
が

全
体
の
65
・
７
％
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に

50
歳
〜
64
歳
の
働
き
盛
り

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の

方
々
へ
の
接
種
の
必
要
性

が
求
め
ら
れ
る
。
接
種
対

象
年
齢
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
国
の
審

議
会
で
は
、
帯
状
疱
疹
の

罹
患
者
数
は
70
歳
代
が
ピ

ー
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

70
歳
頃
に
十
分
な
ワ
ク
チ

ン
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ

う
、
65
歳
以
上
を
対
象
に

検
討
さ
れ
て
い
る
。

レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン

問　
厚
労
省
が
検
証
認
可

し
た
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ

ン（
自
己
増
幅
型
m
R
N
A

ワ
ク
チ
ン
）
に
つ
い
て
、

日
本
看
護
倫
理
学
会
は
、

緊
急
声
明
を
発
信
し
「
危

険
性
」
な
ど
を
主
張
し
て

い
る
が
、
安
全
性
は
担
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
、
接

種
し
た
人
か
ら
周
囲
の
人

に
ウ
イ
ル
ス
感
染
す
る

﹁
シ
ェ
デ
ィ
ン
グ
﹂
等
を

懸
念
す
る
情
報
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
国
で
は
﹁
危

険
性
﹂
な
ど
の
科
学
的
根

拠
が
な
い
、
関
係
学
会
で

も
リ
ス
ク
は
な
い
と
し
て

い
る
。

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
完

全
無
償
化

問　
財
布
に
現
金
が
な
く

て
も
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
環
境
整
備
は
、

子
育
て
世
帯
の
切
実
な
願

い
だ
。
長
野
市
で
は
窓
口

完
全
無
償
化
が
25
年
４
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
。
須
坂

市
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　
医
療
圏

を
同
じ
く
す
る
小
布
施
町
、

高
山
村
と
も
情
報
共
有
し
、

実
施
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

不
登
校
問
題

問　
須
坂
市
の
不
登
校
児

童
生
徒
は
、
前
年
と
比
較

し
て
、
小
学
校
で
30
人
、

中
学
校
で
９
人
増
加
し
て

い
る
。
不
登
校
が
改
善
し

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

教
育
長　
不
登
校
児
童
生

徒
が
増
加
し
て
い
る
背
景

と
し
て
、
教
育
機
会
確
保

法
の
趣
旨
の
浸
透
に
よ
っ

て
、
社
会
的
に
多
様
な
場

で
の
学
び
が
広
く
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
欠
席
す
る
こ
と
へ

の
抵
抗
感
の
低
下
が
考
え

ら
れ
る
。

問　
不
登
校
の
改
善
策
と

し
て
、
教
育
現
場
で
の
不

登
校
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
更

に
、
い
じ
め
も
少
な
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
る
「
教
育

漫
才
」
導
入
の
考
え
は
あ

る
か
。

教
育
長　
教
育
漫
才
は
学

校
を
変
え
得
る
手
法
の
一

つ
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。

実
施
す
る
か
し
な
い
か
の

判
断
は
、
学
校
現
場
に
任

せ
て
い
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
年
齢

国
は
65
歳
以
上
を
対
象
に
検
討

帯状疱疹の発症率
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問　
予
算
が
な
い
の
に
口

頭
発
注
す
る
こ
と
は
慣
例

的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

財
務
規
則
違
反
で
は
な
い

か
。

副
市
長　
予
算
を
取
っ
て

契
約
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
旨
指
導
し
た
。

問　
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て

急
ぐ
の
か
。
必
要
性
は
。

市
長　
用
地
測
量
は
今
回

の
補
正
予
算
で
議
決
後
、

改
め
て
財
務
規
則
の
ル
ー

ル
に
よ
り
対
応
す
る
。

問　
議
会
の
議
決
を
前
提

に
し
て
発
注
す
る
と
い
う

や
り
方
は
あ
り
得
な
い
。

市
長　
再
三
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
必
要
性
が
あ
る

の
で
、
補
正
予
算
を
認
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
そ
の
緊
急
性
が
分
か

ら
な
い
。
段
階
を
踏
ん
で

予
算
を
計
上
す
べ
き
だ
。

児
童
ク
ラ
ブ
は
以
前
か
ら

地
元
要
望
が
あ
っ
た
が
、

地
域
公
民
館
は
な
か
っ
た
。

合
築
し
よ
う
と
す
る
説
明

責
任
が
あ
る
。

教
育
次
長　
児
童
ク
ラ
ブ

の
登
録
児
童
が
増
え
て
き

た
の
は
こ
こ
１
年
。
地
域

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
も
要
望
が

あ
り
、
積
極
的
に
早
目
に

進
め
て
い
き
た
い
。

問　
９
月
議
会
の
委
員
会

の
調
査
研
究
で
い
き
な
り

話
を
出
し
、
12
月
議
会
で

補
正
予
算
を
計
上
と
い
う

手
続
が
お
か
し
い
。

市
長　
委
員
会
に
は
、
そ

れ
な
り
の
し
っ
か
り
し
た

根
拠
が
あ
る
案
で
提
案
し

た
も
の
。

市
長
の
政
治
姿
勢

問　
三
木
市
長
は
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
再
三
に
わ

た
り
若
林
健
太
候
補
へ
の

支
援
を
表
明
し
、
公
務
中

に
選
挙
運
動
を
行
っ
た
。

特
別
職
の
公
務
員
の
た
め
、

法
的
に
は
問
題
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
公
平
公
正

で
あ
る
首
長
の
行
動
と
し

て
疑
問
だ
。

市
長　
私
は
公
の
会
場
で

や
っ
た
こ
と
は
な
い
。
立

ち
話
と
か
、
ロ
ビ
ー
で
話

し
た
と
い
う
こ
と
。
市
長

と
し
て
、
応
援
し
た
候
補

は
こ
れ
ま
で
須
坂
の
た
め

に
活
動
し
て
き
た
。

問　
芝
宮
墨
坂
神
社
内
戦

没
者
慰
霊
碑
「
平
和
の
礎
」

修
繕
費
補
助
の
理
由
は
。

市
長　
遺
族
会
が
引
き
続

き
管
理
す
る
場
合
は
、
国

の
補
助
対
象
外
。
市
遺
族

会
で
は
修
繕
の
た
め
基
金

を
積
立
て
て
い
る
が
、
会

員
数
の
減
少
や
高
齢
化
な

ど
で
足
り
な
い
。
戦
没
者

慰
霊
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
に

継
承
す
る
た
め
に
補
助
を

検
討
。

問　
極
め
て
宗
教
性
の
高

い
芝
宮
境
内
の
「
平
和
の

礎
」
に
は
位
牌
ま
で
あ
る
。

市
と
し
て
戦
没
者
追
悼
式

を
行
っ
て
お
り
、
補
助
す

る
べ
き
で
は
な
い
。

市
長　
位
牌
が
あ
る
こ
と

自
体
が
す
ご
く
重
き
の
あ

る
こ
と
。
位
牌
を
見
た
と

き
に
、
手
を
合
わ
せ
平
和

の
こ
と
を
考
え
る
。

井上複合施設の用地測量は

口頭発注したが取り消した

宮本 泰也 議員

市長の提案はルールを無
視し、強引で、丁寧な説明
がない。「不適切にもほど
がある！」

芝宮境内にある「平和の礎」鍵がかかっており入れません

宮本　泰也
「録画映像配信」
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問　
子
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
や
ア
イ
デ
ア
を
後
押
し

す
る
た
め
の
資
金
援
助
制

度
を
つ
く
れ
な
い
か
。

教
育
長　
市
内
各
校
に
交

付
し
て
い
る
﹁
特
色
あ
る

教
育
づ
く
り
負
担
金
﹂
を

活
用
す
る
こ
と
は
可
能
。

問　
行
い
た
い
事
業
の
プ

レ
ゼ
ン
を
し
て
資
金
協
力

を
得
る
こ
と
は
、
自
分
の

可
能
性
を
広
げ
る
大
き
な

学
び
が
あ
る
。
自
動
的
に

も
ら
え
る
交
付
金
で
は
な

い
援
助
制
度
を
。

教
育
次
長　
現
時
点
で
新

た
な
制
度
は
考
え
て
い
な

い
。
特
色
あ
る
教
育
づ
く

り
負
担
金
は
各
校
の
裁
量

が
大
き
い
の
で
効
果
的
に

使
っ
て
ほ
し
い
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革

問　
ど
の
よ
う
に
し
て
現

場
の
教
職
員
の
意
見
を
吸

い
上
げ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
校
長
会
等
や
、

現
場
の
教
職
員
と
教
育
委

員
会
が
意
見
交
換
を
行
う

部
会
等
で
意
見
・
要
望
を

聞
い
て
い
る
。

問　
業
務
改
善
の
た
め
の

会
議
が
増
え
る
こ
と
が
逆

に
業
務
負
担
と
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
な
い
か
。

教
育
次
長　
各
学
校
で
導

入
し
た
公
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
機
能
を
活
用
し
て
、

会
議
に
か
か
る
負
担
軽
減

に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
る
よ
う
だ
。

問　
今
年
の
花
育
の
よ
う

に
、
教
育
委
員
会
か
ら
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
お
り
て
く

る
事
業
が
現
場
の
負
担
と

な
っ
て
い
な
い
か
。

教
育
長　
花
育
授
業
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
現

場
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
計
画
し
た
と
こ
ろ
、

﹁
全
て
準
備
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
た
か
っ
た
﹂
と

い
う
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
も
あ
っ
た
。

問　
教
育
委
員
会
で
全
て

準
備
を
す
る
こ
と
が
、
か

え
っ
て
現
場
の
や
り
が
い

を
奪
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

花
育
を
否
定
す
る
訳
で
は

な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
が

自
主
的
に
学
ぶ
姿
勢
を
育

む
よ
う
な
授
業
前
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
動
機
付
け
こ

そ
が
大
切
と
感
じ
る
が
。

教
育
長　
私
も
そ
れ
は
教

育
を
進
め
る
う
え
で
大
切

な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

事
前
の
学
び
が
十
分
で
な

か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る

と
す
れ
ば
検
証
し
て
、
学

校
・
教
職
員
と
も
共
通
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

問　
慣
例
化
し
行
う
こ
と

が
目
的
と
な
っ
て
い
る
よ

う
な
業
務
は
廃
止
削
減
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、

実
現
に
は
教
育
委
員
会
の

主
導
が
必
要
と
考
え
る
が
。

教
育
次
長　
教
育
委
員
会

で
は
学
校
閉
庁
日
の
設
定

や
配
布
依
頼
物
の
基
準
見

直
し
、
各
種
支
援
員
の
配

置
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

業
務
削
減
は
学
校
裁
量
で

進
め
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
、

業
務
改
善
を
意
識
し
て
働

き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と

も
お
願
い
し
て
い
る
。

学校も地域も保護者もみ
んなで連携して、子ども
の可能性を広げていきた
いですね

子
ど
も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
資
金
援
助
を

各
校
へ
の
市
交
付
金
の
活
用
を

山崎 永一 議員

森上小児童による市内企業へのプレゼンの様子

山崎　永一
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果
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地
方
創
生
交
付
金
恋
人
の

聖
地
事
業
に
つ
い
て

問　

継
続
可
否
の
判
断
基

準
が
な
い
の
に
、
ど
の
よ

う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

副
市
長 

効
果
検
証
を
し

な
が
ら
決
め
て
い
る
。

問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
、
何
を
も
と
に
効
果
検

証
を
し
て
い
る
の
か
。

副
市
長 

事
務
事
業
評
価

や
、
ま
た
外
部
評
価
に
よ

っ
て
外
部
の
人
に
判
断
し

て
も
ら
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
も
の
を
活
用

し
な
が
ら
し
っ
か
り
検
証

す
る
。
新
た
に
交
付
金
事

業
で
始
め
た
事
業
に
つ
い

て
は
、
原
則
的
に
廃
止
又

は
補
助
し
な
い
方
向
で
、

自
立
で
き
る
か
ど
う
か
し

っ
か
り
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
。

問　

財
政
面
と
人
材
面
の

市
の
負
担
を
ど
う
考
え
る

か
。

副
市
長　
財
政
面
で
は
、

事
業
費
の
２
分
の
１
が
交

付
金
で
、
残
り
は
地
方
交

付
税
に
算
入
さ
れ
市
負
担

額
を
大
幅
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
人
材
面
で
は
、
時

間
外
勤
務
に
な
れ
ば
人
件

費
が
発
生
す
る
し
、
事
業

が
増
え
た
部
署
は
職
員
の

負
担
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
あ
る
。

問　

恋
人
の
聖
地
事
業
で

ど
の
く
ら
い
の
一
般
財
源

が
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

副
市
長　
恋
人
の
聖
地
以

外
で
も
本
交
付
金
を
活
用

し
て
い
る
た
め
、
恋
人
の

聖
地
の
み
の
実
質
負
担
額

は
算
出
し
て
い
な
い
が
、

23
年
度
は
交
付
金
対
象
事

業
費
約
２
億
６
千
万
円
に

対
し
て
、
市
費
は
約
３
５

０
０
万
円
だ
っ
た
。

問 

恋
華
め
ぐ
り
が
継
続

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
数

値
と
し
て
表
せ
る
効
果
は
。

副
市
長　
今
年
で
３
年
目

と
な
る
が
、
数
値
と
し
て

効
果
を
具
体
的
に
表
す
の

は
困
難
。
注
目
度
は
上
が

っ
て
き
て
い
る
。

問　

ど
う
い
っ
た
注
目
度

な
の
か
。

副
市
長 

こ
の
事
業
は
假

屋
崎
省
吾
氏
を
招
い
て
実

施
し
て
い
る
が
、
素
晴
ら

し
い
生
け
花
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
歴
史

的
建
物
園
を
見
る
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
。

問　

そ
れ
は
假
屋
崎
氏
に

し
か
で
き
な
い
の
か
。
須

坂
市
に
は
生
け
花
が
で
き

る
方
が
大
勢
い
る
。

副
市
長　

假
屋
崎
氏
し
か

駄
目
だ
と
思
う
。
假
屋
崎

氏
は
た
ま
た
ま
恋
人
の
聖

地
事
業
の
役
員
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り

お
願
い
し
て
い
る
。

意
見 

市
で
主
導
す
る
イ

ベ
ン
ト
は
や
め
て
、
民
間

か
ら
生
ま
れ
て
き
て
い
る

熱
の
あ
る
市
民
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
に
こ
そ
協
力
す

る
べ
き
で
は
。

野崎 天馬 議員

恋人の聖地事業の継続基準は

明確な判断基準はない

恋華めぐり

蔵の町スクウェアイベント

交付金ありきではなく、
本当にやるべきことにお
金や人材を充てるべき

野崎　天馬
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

一
般
質
問

議
決
結
果
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問　

ま
る
ご
と
博
物
館
事

業
に
費
や
し
た
総
額
は
い

く
ら
か
。
ま
た
、
ど
ん
な

実
績
を
残
せ
た
か
。

副
市
長　

約
３
億
５
６
０

０
万
円
。
文
化
振
興
と
市

民
の
地
域
愛
の
熟
成
・
人

の
流
れ
の
循
環
・
観
光
消

費
額
の
増
加
・
雇
用
創
出

等
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
も
お
お
む
ね

好
評
価
で
あ
っ
た
。

問　

人
の
流
れ
を
ど
う
調

べ
、
そ
の
増
加
数
は
。

副
市
長　
調
べ
は
し
て
い

な
い
が
そ
う
感
じ
た
。

問 

観
光
消
費
額
は
ど
の

く
ら
い
増
加
し
た
の
か
。

副
市
長 

調
査
統
計
等
は

な
い
。

問 

何
一
つ
数
値
が
な
い

こ
と
に
あ
き
れ
る
。
雇
用

数
・
地
域
愛
の
具
体
例
は
。

博
物
館
は
ど
う
変
わ
っ
た
。

副
市
長 

全
体
的
に
良
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

問 

実
例
な
し
、
博
物
館

も
良
く
な
ら
ず
、
市
民
要

望
が
強
か
っ
た
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
さ
え
公
開
し
て
い

な
い
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
考

え
公
開
準
備
し
た
１
年
間
、

何
を
し
て
い
た
の
か
。

社
会
共
創
部
長 

最
も
良

い
展
示
に
は
数
百
万
円
か

か
る
の
で
難
し
か
っ
た
。

問 

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の

展
示
に
な
ぜ
数
百
万
円
も

か
か
る
の
か
。
や
り
た
く

な
い
理
由
に
し
て
も
ひ
ど

す
ぎ
る
。
数
百
万
円
の
見

積
り
、
積
算
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

社
会
共
創
部
長 

細
か
な

数
値
は
持
っ
て
い
な
い
。

問 

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
。

市
長
お
気
に
入
り
の
職
員

が
天
下
り
先
で
好
き
勝
手

し
て
い
る
事
例
を
い
く
つ

も
知
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ

ア
好
き
・
有
名
人
好
き
で

身
勝
手
な
行
動
は
誰
も
止

め
ら
れ
な
い
。
ま
る
で
誰

か
の
よ
う
に
。
お
金
は
必

要
な
い
の
で
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
の
展
示
を
望
む
。
次

の
ク
ラ
ブ
移
行
の
件
も
含

め
て
手
を
貸
す
の
で
邪
魔

は
し
な
い
で
ほ
し
い
。

市
長 

低
予
算
な
ら
公
開

も
考
え
邪
魔
も
し
な
い
。

ク
ラ
ブ
地
域
移
行
な
ど

問　

文
科
系
、
こ
と
に
美

術
系
の
遅
れ
を
心
配
し
て

い
る
。
美
術
ク
ラ
ブ
で
月

４
千
円
の
個
人
負
担
は
高

い
と
思
う
。
指
導
者
の
考

え
で
軽
減
で
き
る
の
で
は
。

協
力
す
る
の
で
検
討
を
。

教
育
次
長　

指
導
者
確
保

が
難
し
い
。
退
職
教
員
・

高
校
教
諭
等
を
考
え
て
い

る
。
負
担
額
は
統
一
し
た

い
が
協
力
は
あ
り
が
た
い
。

問 

各
業
種
の
納
税
額
と

補
助
金
の
割
合
は
。

総
務
部
長 

工
業
系
が
法

人
市
民
税
約
５
億
円
の
内

６
割
を
占
め
、
補
助
金
は

工
業
系
５
２
０
０
万
円
、

観
光
系
６
千
万
円
。

問 

観
光
協
会
へ
は
委
託

金
１
億
円
も
あ
る
。
須
坂

市
を
支
え
る
工
業
界
へ
の

二
つ
の
超
過
税
率
を
廃
止

す
る
考
え
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

不
公
平
感
は

あ
る
が
廃
止
は
で
き
な
い
。

ま
る
ご
と
博
物
館
ア
ン
ケ
ー
ト
詳
細
は

わ
か
ら
な
い

好評価とのアンケートの
実態を誰も知らず事業成
果は何もない。まる博っ
て何だったの？

石合 敬 議員

こんなの見たことあった？…謎

石合　敬
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

議
決
結
果
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な
ぜ
不
登
校
の
児
童
生
徒

が
急
増
し
た
の
か

問　
市
内
小
学
校
で
は
、

一
千
人
当
た
り
21
年
度
の

11
人
が
23
年
度
に
は
29
人

に
、
人
数
で
も
22
年
度
の

１
・
８
倍
に
増
え
て
い
る
。

教
育
長　
多
様
な
学
び
の

浸
透
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
欠
席
へ
の
抵
抗
感
の
低

下
が
あ
る
。
ひ
と
り
一
人

に
応
じ
た
環
境
づ
く
り
を

学
校
と
一
緒
に
取
組
む
。

問　
専
門
的
な
相
談
・
指

導
を
受
け
て
い
な
い
児
童

生
徒
の
実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長　
小
中
で
24
％
余
。

数
名
を
除
い
て
担
任
の
先

生
と
継
続
的
に
相
談
が
で

き
て
い
る
。

問　
校
内
支
援
室
設
置
と

支
援
員
配
置
は
ど
う
か
。

教
育
長　
小
学
校
８
校
、

中
学
校
４
校
に
設
置
し
、

計
８
人
の
支
援
員
を
加
配
。

問　
学
校
以
外
の
学
び
の

場
や
居
場
所
を
利
用
す
る

保
護
者
へ
の
支
援
は
。

教
育
次
長　
予
算
措
置
を

含
め
検
討
し
て
い
る
。

問　
不
登
校
増
は
、
過
度

の
競
争
と
管
理
教
育
が
進

め
ら
れ
た
時
期
と
重
な
る
。

教
育
長　
一
律
・
一
斉
教

育
か
ら
の
脱
却
は
必
要
だ
。

問　
学
校
再
編
の
議
論
が

統
廃
合
、
小
中
一
貫
校
あ

り
き
だ
。
文
科
省
の
管
轄

研
究
所
が
「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
は
根
拠
な
し
と
指
摘
。

ど
う
検
証
し
た
の
か
。

教
育
長　
新
し
い
教
育
を

実
現
で
き
る
学
校
づ
く
り

の
方
法
の
一
つ
。
課
題
解

消
を
見
通
し
て
考
え
る
。

問　
地
域
か
ら
学
校
が
な

く
な
る
、
学
区
が
広
が
る

こ
と
へ
の
不
安
な
ど
、
ど

う
議
論
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長　
バ
ス
の
導
入
な

ど
不
安
解
消
に
努
め
る
。

問　
財
政
論
ベ
ー
ス
の
学

校
プ
ー
ル
廃
止
は
、
一
度

立
ち
止
ま
っ
て
検
討
を
。

教
育
長　
豊
丘
小
学
校
プ

ー
ル
は
廃
止
と
判
断
し
た
。

問　
校
外
プ
ー
ル
授
業
に

保
護
者
や
教
職
員
か
ら
も

要
望
や
不
安
が
出
さ
れ
た
。

公
教
育
は
費
用
対
効
果
で

は
計
れ
な
い
。

教
育
次
長　
児
童
生
徒
に

不
利
益
が
な
い
よ
う
十
分

配
慮
し
て
い
く
。

拙
速
な
市
営
住
宅
２
０
９

戸
削
減
計
画
は
見
直
し
を

問　
５
年
間
で
市
住
入
居

者
が
11
％
減
少
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
　

望
岳
台
と
明
徳
団
地
は
募

集
を
中
止
し
、
豊
丘
団
地

は
応
募
が
な
い
状
況
だ
。

問　
老
朽
住
宅
の
改
修
を

せ
ず
、
浴
槽
や
エ
ア
コ
ン

が
な
い
な
ど
、
居
住
水
準

が
低
す
ぎ
る
の
が
原
因
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
　

市
住
に
対
す
る
需
要
が
減

少
し
て
い
る
。

問　
入
居
者
の
40
％
が
使

用
料
減
免
世
帯
。
低
所
得

者
や
要
配
慮
者
の
住
宅
確

保
へ
、
市
住
２
０
９
戸
削

減
計
画
は
見
直
し
を
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　
　

公
営
住
宅
の
必
要
戸
数
も

減
っ
て
い
く
見
通
し
だ
。

学校再編は小中一貫校ありきだ

新しい教育を実現するための学校

久保田 克彦 議員

学校の再編基本方針（案）
は、小学校区を破壊し、
地域の衰退をもたらさな
いか危惧する

市営住宅豊丘団地

久保田　克彦
「録画映像配信」

議
案
審
議

分
科
会

委
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福
島
県
須
賀
川
市
議
会

で
は
、
議
会
は
議
決
機
関

で
あ
り
、﹁
議
決
権
こ
そ
が

議
会
に
と
っ
て
最
大
の
権
限
で
あ
る
﹂

と
い
う
視
点
で
、
議
決
に
至
る
ア
プ
ロ

ー
チ
に
焦
点
を
当
て
た
改
革
を
実
施
。

常
任
委
員
会
の
議
案
調
査
日
を
新
た
に

追
加
、
会
期
日
程
を
長
く
す
る
等
の
取

組
を
実
施
。

執
行
部
職
員
と
の
建
設
的
な
議
論
の

た
め
、
議
会
主
催
で
実
施
す
る
職
員
研

修
会
も
興
味
深
い
取
組
と
感
じ
た
。

福
島
県
白
河
市
議
会
で
は
、

議
員
定
数
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
を
ま
と
め
る
た

め
、
市
議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員

会
を
設
置
。
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市

民
意
向
、
類
似
団
体
の
定
数
、
県
内
同

規
模
都
市
の
定
数
削
減
の
動
向
な
ど
か

ら
、
19
年
に
定
数
を
２
人
削
減
し
た
。

定
数
削
減

は
避
け
て
通

れ
な
い
が
、

削
減
あ
り
き

で
議
論
が
進

ん
で
し
ま
っ

た
面
が
あ
る

と
の
感
想
も

伺
っ
た
。

進
化
し
続
け
る
議
会

議
会
運
営
委
員
会
が
議
会
改
革
と

定
数
削
減
を
テ
ー
マ
に
先
進
議
会

視
察 

11
月
５
、
６
日

ここに
注目

ここにも
注目

小
川
支
配
人
か
ら
、
施
設
の

概
要
や
運
営
状
況
の
説
明
を
い

た
だ
き
現
地
を
視
察
。

キ
ャ
ン
プ
場
を
中
心
に
木
材

を
活
用
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
フ

ィ
ー
ル
ド
が
展
開
さ
れ
て
い
る

施
設
は
、
四
季
折
々
の
自
然
体

験
が
で
き
、
県
外
者
を
中
心
に

人
気
が
あ
る
と
の
こ
と
。

議会の動き

小
諸
市
議
会
を
訪
問
し
、

議
会
活
性
化
の
取
組
や
議

員
定
数
・
報
酬
等
検
討
委

員
会
の
検
討
過
程
を
説
明
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
両
市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

５
名
の
女
性
議
員
か
ら

は
、
立
候
補
に
至
る
ま
で

の
経
緯
や
周
囲
の
支
援
の

重
要
性
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
議

会
に
生
か
す
意

義
に
つ
い
て
お

聞
き
し
、
議
会

に
お
け
る
多
様

性
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し

た
。研

修
を
通
じ

て
、
多
様
な
視

点
や
実
践
的
な

取
組
を
学
ぶ
貴

重
な
機
会
と
な

っ
た
。

小
諸
市
議
会
の
改
革
を
学
ぶ

全
議
員
に
よ
る
今
年
度
２
回
目
の

議
員
研
修
会
開
催 

10
月
21
日

ここに
注目

ここにも
注目

素晴らしい景観が広がるアスレチックフィールド

森林・林業・林産業活性化
促進議員連盟研修会

コモロビ アスレチック＆キャンプ
【Komorobi Athletic & Camp】
（小諸市）を視察 10月 21日

長
野
広
域
連
合
議
会

11
月
25
日

12
月
か
ら
能
登
半
島
地
震
の
災
害
廃
棄

物
を
受
入
れ

連
合
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
補
正
予

算
・
条
例
・
決
算
認
定
等
が
議
決
さ
れ
た
。

ご
み
処
理
手
数
料
の
改
定

25
年
４
月
１
日
か
ら
ご
み
処
理
手
数
料
が

10
㎏
当
た
り
１
７
０
円
か
ら
１
９
０
円
に
上

が
る
。﹁
直
接
持
ち
込
ま
れ
る
可
燃
ご
み
は

主
に
事
業
系
の
ご
み
。
家
庭
系
の
ご
み
も
一

部
住
民
に
限
ら
れ
る
の
で
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
受
益
者
負
担
割
合
を
１
０
０
％
と
す
る
﹂

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

家
庭
系
ご
み
は
他
地
域
で
は
減
免
し
て
お

り
、
次
回
改
定
で
は
受
益
者
負
担
割
合
を
検

討
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

須
高
行
政
事
務
組
合
議
会10

月
25
日

提
出
さ
れ
た
条
例
案
３
件
、
決
算
関
係
議

案
１
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
人
事
案
件
１

件
が
全
て
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

23
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
は
、
歳
入
総

額
２
億
４
０
０
５
万
円
、
歳
出
総
額
は
２
億

５
９
５
万
円
。
須
高
衛
生
セ
ン
タ
ー
修
繕
工

事
な
ど
で
歳
出
は
前
年
度
対
比
１
７
１
８
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
万
１
千
円
を
追
加
。
前
年
度

決
算
認
定
を
受
け
、
繰
越
金
や
総
合
プ
ー
ル

使
用
料
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
構
成
市
町

村
負
担
金
を
減
額
。
歳
出
は
給
与
シ
ス
テ
ム

改
修
費
用
増
額
な
ど
。
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全会一致による可決案件
番 号 件 名

承認第６号 専決処分の承認を求めること
（2024年度一般会計補正予算第4号）（承認）

議案第 81号 南部児童センター、東部児童センター及び北
部児童センターの指定管理者の指定

議案第 82号 放課後児童クラブの指定管理者の指定
議案第 83号 勤労青少年ホーム創造の家の指定管理者の指定
議案第 84号 市道の認定
議案第 85号 市道の変更
議案第 86号 福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例

議案第 87号 廃棄物の処理及び再利用等に関する条例の一
部を改正する条例

議案第 88号 2024 年度一般会計補正予算第５号
（修正部分を除く）

議案第 89号 2024 年度国民健康保険特別会計補正予算
第 3号

議案第 90号 2024 年度介護保険特別会計補正予算第 2号

番 号 件 名

議案第 91号 2024 年度後期高齢者医療特別会計補正予算
第２号

議案第 92号 2024年度水道事業会計補正予算第2号
議案第 93号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
議案第 94号 2024年度一般会計補正予算第6号

議案第 95号 2024年度国民健康保険特別会計補正予算
第4号

議案第 96号 2024年度介護保険特別会計補正予算第3号

議案第 97号 2024年度後期高齢者医療特別会計補正予算
第3号

議案第 98号 2024年度水道事業会計補正予算第3号

意見書第11号 持続可能な学校の実現を目指す意見書
提出者：総務文教委員会

意見書第12号
年収の壁見直しに関する十分な議論と地方財
政への配慮を求める意見書
提出者：総務文教委員会

（件名は一部省略しています）

■■■■■■ １２月定例会の議決結果 ■■■■■■

賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

議案等名

議決
結果

市民共創会 いいよね須坂 共産 清風会 輝奏会 貴和会 シ

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

岩
田
修
二

浅
野
隆
義

山
崎
永
一

西
脇 

隆

早
川
航
紀

野
崎
天
馬

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

霜
田 

剛

中
島
義
浩

岡
田
宗
之

浅
井
洋
子

水
越
正
和

酒
井
和
裕

石
合 

敬

議案
第 88号

2024年度
一般会計
補正予算
第５号

公民館整備事業の
見送りを求める
修正動議
提出者：岩田修二、
宮本泰也

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ － ○ ○ ○

☆　○は賛成　●は反対
☆　議長　浅井洋子　は可否同数以外は採決に加わらない
☆　会派名の略称：共産→日本共産党　　シ→シュプリンゲン

陳
情
審
査
結
果

●
陳
情
第
６
号

「
持
続
可
能
な
学
校
の
実
現

を
目
指
す
意
見
書
」
採
択

を
求
め
る
陳
情

　
陳
情
者

　
連
合
長
野
高
水
地
域
協
議
会

　
須
高
地
区
連
合
会

 

会
長　
荻
原
公
和

　
長
野
県
教
職
員
組
合

　
須
坂
単
組

 

単
組
長　
土
屋
一
弘

　
採
決
結
果

　
趣
旨
了
承

 

（
総
務
文
教
委
員
会
）

「提出議案」 「提出議案
（追加）」

● 

持
続
可
能
な
学
校
の

 

実
現
を
目
指
す
意
見
書

 

（
要
旨
）

１　

学
習
指
導
要
領
の
内
容

の
精
選
や
そ
れ
に
伴
う

標
準
授
業
時
数
の
削
減

等
を
行
う
こ
と
。

２　

学
校
の
働
き
方
改
革
推

進
の
た
め
の
必
要
な
財

源
確
保
等
を
行
う
こ

と
。

３　

長
時
間
労
働
に
歯
止
め

を
か
け
、
教
員
の
い
の

ち
と
健
康
が
守
ら
れ
る

法
制
度
の
整
備
を
は
か

る
こ
と
。

４　

勤
務
実
態
調
査
の
結
果

意
見
書

意
見
書

に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

● 

年
収
の
壁
見
直
し
に

関
す
る
十
分
な
議
論

と
地
方
財
政
へ
の
配

慮
を
求
め
る
意
見
書

 

（
要
旨
）

１　

１
０
３
万
円
の
壁

を
見
直
す
場
合
は
、

人
手
不
足
の
解
消
、

労
働
者
の
手
取
り

収
入
の
増
加
等
に

資
す
る
よ
う
、
所

得
税
等
の
基
礎
的

な
控
除
額
の
在
り

方
な
ど
十
分
な
議

論
を
行
う
こ
と
。

２　

住
民
税
の
基
礎
的

な
控
除
額
の
引
上

げ
を
行
う
場
合
は
、

臨
時
的
な
財
源
の

確
保
に
頼
る
こ
と

な
く
、
国
に
よ
る

恒
久
財
源
に
よ
る

補
填
を
行
う
こ
と
。

★　

意
見
書
は
国
会
や

国
関
係
機
関
へ
提

出
し
ま
し
た

「意見書一覧」

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果

一
般
質
問

委
員
会

議
決
結
果



第 181号　2025 年 ( 令和 7年 ) 2 月 1 日23

福
島
県
須
賀
川
市
議
会

で
は
、
議
会
は
議
決
機
関

で
あ
り
、﹁
議
決
権
こ
そ
が

議
会
に
と
っ
て
最
大
の
権
限
で
あ
る
﹂

と
い
う
視
点
で
、
議
決
に
至
る
ア
プ
ロ

ー
チ
に
焦
点
を
当
て
た
改
革
を
実
施
。

常
任
委
員
会
の
議
案
調
査
日
を
新
た
に

追
加
、
会
期
日
程
を
長
く
す
る
等
の
取

組
を
実
施
。

執
行
部
職
員
と
の
建
設
的
な
議
論
の

た
め
、
議
会
主
催
で
実
施
す
る
職
員
研

修
会
も
興
味
深
い
取
組
と
感
じ
た
。

福
島
県
白
河
市
議
会
で
は
、

議
員
定
数
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
を
ま
と
め
る
た

め
、
市
議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員

会
を
設
置
。
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市

民
意
向
、
類
似
団
体
の
定
数
、
県
内
同

規
模
都
市
の
定
数
削
減
の
動
向
な
ど
か

ら
、
19
年
に
定
数
を
２
人
削
減
し
た
。

定
数
削
減

は
避
け
て
通

れ
な
い
が
、

削
減
あ
り
き

で
議
論
が
進

ん
で
し
ま
っ

た
面
が
あ
る

と
の
感
想
も

伺
っ
た
。

進
化
し
続
け
る
議
会

議
会
運
営
委
員
会
が
議
会
改
革
と

定
数
削
減
を
テ
ー
マ
に
先
進
議
会

視
察 

11
月
５
、
６
日

ここに
注目

ここにも
注目

小
川
支
配
人
か
ら
、
施
設
の

概
要
や
運
営
状
況
の
説
明
を
い

た
だ
き
現
地
を
視
察
。

キ
ャ
ン
プ
場
を
中
心
に
木
材

を
活
用
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
フ

ィ
ー
ル
ド
が
展
開
さ
れ
て
い
る

施
設
は
、
四
季
折
々
の
自
然
体

験
が
で
き
、
県
外
者
を
中
心
に

人
気
が
あ
る
と
の
こ
と
。

議会の動き

小
諸
市
議
会
を
訪
問
し
、

議
会
活
性
化
の
取
組
や
議

員
定
数
・
報
酬
等
検
討
委

員
会
の
検
討
過
程
を
説
明
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
両
市
議
会
議
員
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

５
名
の
女
性
議
員
か
ら

は
、
立
候
補
に
至
る
ま
で

の
経
緯
や
周
囲
の
支
援
の

重
要
性
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
議

会
に
生
か
す
意

義
に
つ
い
て
お

聞
き
し
、
議
会

に
お
け
る
多
様

性
の
大
切
さ
を

改
め
て
実
感
し

た
。研

修
を
通
じ

て
、
多
様
な
視

点
や
実
践
的
な

取
組
を
学
ぶ
貴

重
な
機
会
と
な

っ
た
。

小
諸
市
議
会
の
改
革
を
学
ぶ

全
議
員
に
よ
る
今
年
度
２
回
目
の

議
員
研
修
会
開
催 

10
月
21
日

ここに
注目

ここにも
注目

素晴らしい景観が広がるアスレチックフィールド

森林・林業・林産業活性化
促進議員連盟研修会

コモロビ アスレチック＆キャンプ
【Komorobi Athletic & Camp】
（小諸市）を視察 10月 21日

長
野
広
域
連
合
議
会

11
月
25
日

12
月
か
ら
能
登
半
島
地
震
の
災
害
廃
棄

物
を
受
入
れ

連
合
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
補
正
予

算
・
条
例
・
決
算
認
定
等
が
議
決
さ
れ
た
。

ご
み
処
理
手
数
料
の
改
定

25
年
４
月
１
日
か
ら
ご
み
処
理
手
数
料
が

10
㎏
当
た
り
１
７
０
円
か
ら
１
９
０
円
に
上

が
る
。﹁
直
接
持
ち
込
ま
れ
る
可
燃
ご
み
は

主
に
事
業
系
の
ご
み
。
家
庭
系
の
ご
み
も
一

部
住
民
に
限
ら
れ
る
の
で
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
受
益
者
負
担
割
合
を
１
０
０
％
と
す
る
﹂

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

家
庭
系
ご
み
は
他
地
域
で
は
減
免
し
て
お

り
、
次
回
改
定
で
は
受
益
者
負
担
割
合
を
検

討
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

須
高
行
政
事
務
組
合
議
会10

月
25
日

提
出
さ
れ
た
条
例
案
３
件
、
決
算
関
係
議

案
１
件
、
補
正
予
算
案
１
件
、
人
事
案
件
１

件
が
全
て
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

23
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
は
、
歳
入
総

額
２
億
４
０
０
５
万
円
、
歳
出
総
額
は
２
億

５
９
５
万
円
。
須
高
衛
生
セ
ン
タ
ー
修
繕
工

事
な
ど
で
歳
出
は
前
年
度
対
比
１
７
１
８
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
。

24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
８
万
１
千
円
を
追
加
。
前
年
度

決
算
認
定
を
受
け
、
繰
越
金
や
総
合
プ
ー
ル

使
用
料
が
増
額
と
な
っ
た
た
め
、
構
成
市
町

村
負
担
金
を
減
額
。
歳
出
は
給
与
シ
ス
テ
ム

改
修
費
用
増
額
な
ど
。



初対面の人ばかりだったので緊張しました。 友達とも話したのです
が、必然的に文字数が多くなってしまうのは仕方ないものの、字
がびっしり書いてあるとへきえきしてしまう、とのことでした

1ページに写真を増やして、文字を大きく見やすくしてほしい

届け!
高校生

の声

第2回須坂市議会だよりモニター会議
高校生モニターと市議会広報特別委員との意見交換会
　「こんにちは！須坂市議会です」（市議会だより）モニターの
高校生の皆さんから、直接、意見や感想をお聞きし、地方自治
や市議会の活動、高校生の身近な疑問など広く意見交換を行う
モニター会議を12月20日に開催しました。
　場所は地域の交流拠点＆高校生カフェ「Aile・エール」（立町）。
浅井議長にも参加いただきモニターの皆さんから様々な意見が
出されました。その一部をご紹介します。

クイズ形式にしたり、細かい文字が読みにくいのでデジタ
ル媒体を活用して拡大して読みやすくしたりするのが大事
だと思いました！ 二次元コードの説明書きをしっかり行
うことでもっと読みやすくなると思いました！

個人的にはオクレンジャー等でデジタル媒体として配布し
た方が良いと思った

駅前にキッチンカーが来ているとつい買ってしまうような気がし
ます。冬というのもあり、黒おでんの出張販売に賛成です

バスや電車の本数が少ない。重伝建や臥竜公園の桜や松
などの名所をもっとアピールした方がいい

インター前が盛り上がるにつれて駅前の空洞化が進んでし
まっているので、飲食店や、高校生が楽しめるような施設
を設置するべきだと思った

第1ラウンドテーマ
「どうすれば若い人に市議会だよりを読んでもらえるか」

第2ラウンドテーマ
「若者が魅力的に感じ、過ごしやすい須坂にするには」

恋人の聖地の場所を活用してイルミネーションなどを設置
するともっと多くの人に知ってもらえると思います！

プリクラが
あったらいいな

須坂市花と緑の
まちづくり事業

マスコットキャラクター
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ち
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り

あ
ら
ゆ
る
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

両
協
会
の
役
員
の
皆
様
と
、
団

体
の
活
動
内
容
や
課
題
等
に
つ
い

て
一
部
手
話
を
交
え
な
が
ら
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

身
障
協
か
ら
は
会
員
数
の
減
少

が
課
題
で
、
チ
ラ
シ
配
布
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
を
試
験
的
に

行
う
な
ど
会
員
確
保
に
努
め
て
い

る
こ
と
や
、
福
祉
売
店
の
継
続
等

で
協
会
の
収
入
確
保
に
理
解
を
求

め
る
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

聴
障
協
か
ら
は
特
に
災
害
時
に

情
報
が
得
に
く
い
た
め
、
聴
覚
障

が
い
者
が
集
ま
っ
て
避
難
で
き
る

場
所
の
確
保
や
、
ろ
う
あ
者
へ
の

理
解
が
広
ま
っ
て
ほ
し
い
思
い
か

ら
手
話
言
語
条
例
の
制
定
に
向
け

て
研
究
を
進
め
て
ほ
し
い
等
の
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

市
議
会
も
、
障
が
い
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
政
と
一

緒
に
な
っ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
身

障
協
）
及
び
聴
覚
障
害
者
協

会
（
聴
障
協
）
と
福
祉
環
境

委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

 

12
月
23
日

若
者
の
政
治
離
れ

が
進
む
中
、
山
梨
県

甲
州
市
議
会
で
は
﹁
子

ど
も
議
会
研
究
会
﹂
を
中
心
に
教

育
委
員
会
、
校
長
会
と
検
討
を
重

ね
、﹁
キ
ャ
リ
ア
教
育
出
前
授
業
﹂

を
市
内
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校

３
年
生
全
22
ク
ラ
ス
で
実
施
。
全

小
中
学
校
児
童
生
徒
を
対
象
に
全

議
員
が
行
う
主
権
者
教
育
は
全
国

で
も
珍
し
い
。

　

社
会
科
、
公
民
の

授
業
に
即
し
た
内
容

に
す
る
と
学
校
側
も

対
応
し
や
す
い
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
本
物
の
政
治
家
と
面
と
向

か
っ
て
話
を
す
る
経
験
は
貴
重
。

自
治
の
主
役
は
市
長
で
も
議
員
で

も
な
く
、
市
民
だ
と
自
覚
さ
せ
て

く
れ
る
。

甲
斐
市
議
会
の
議

会
だ
よ
り
は
、
山
梨

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

議
会
広
報
部
門
市
部
で
２
年
連
続

最
優
秀
賞
を
受
賞
。

表
紙
写
真
や
記
事
の
中
で
市
民

を
紹
介
。
記
事
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

余
白
を
多
め
に
、
写
真
や
漫
画
で

柔
ら
か
く
手
に
取
り
や
す
い
工
夫

を
し
て
い
る
。

広
報
特
別
委
員
会
視
察
研
修

10
月
22
、
23
日

ここに
注目

ここにも
注目

須
坂
市
保
育
園
保
護
者
会
連
合

会
か
ら
市
行
政
へ
の
要
望
事
項
等

を
中
心
に
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

保
護
者
会
連
合
会
で
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
や
保
育
環
境
、
保
育
士
へ

の
感
謝
の
声
が
あ
る
一
方
で
、
保

育
園
の
更
な
る
充
実
や
子
育
て
環

境
へ
の
不
安
を
訴
え
る
声
が
あ
っ

た
。ま

た
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
は
、

保
育
の
質
の
充
実
や
健
や
か
な
子

ど
も
の
成
長
の
た
め
に
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で
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い
か
と
い
っ
た
意
見
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い
た
だ

い
た
。

市
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市
で
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育
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だ
け
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う
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育
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く
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、
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民
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優
し
い
、
住
み

や
す
い
須
坂
市
と
な
る
よ
う
な
施
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政
と
一
緒
に
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え
て
い
き

ま
す
。
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甲斐市議会広報常任委員会の皆さんと

甲州市議会の平塚議長、丸山子ども議会研究会会長らか
ら説明をいただく

市
民
と
の
対
話

小
中
学
校
出
前
授
業
と
は

フォー
カス

甲斐市議会
だより

甲州市議会
広報
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市民の声市民の声 2025年元旦　芝宮初詣
今年の抱負を聞きました。

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への
ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

■■■ 令和６年 12 月定例会本会議をインターネットで録画配信中 ご覧ください ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 
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こ
の
２
年
間
、
市
民
の

皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
﹁
こ
ん
に
ち
は
須
坂
市

議
会
で
す
﹂
を
発
行
す
る

た
め
、
第
１
７
６
号
か
ら

公
募
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
制

度
も
取
り
入
れ
、
様
々
な

意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し

編
集
に
生
か
し
て
き
ま
し

た
。﹁
読
み
や
す
く
な
っ

た
﹂
と
い
う
感
想
も
頂
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
１
８
０
号
か
ら
は
高
校

生
の
皆
様
に
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
委
員
会
構
成
も
変

わ
り
ま
す
が
、
若
い
人
た

ち
か
ら
高
齢
の
方
々
ま
で
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た

だ
け
る
広
報
誌
発
行
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

︵
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内
︶
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会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
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内　

勉

副
委
員
長　
野
崎
天
馬

委

員　
西
脇　

隆

 

荒
井
一
彦

 

宮
本
泰
也

 

岡
田
宗
之

 

水
越
正
和

須
坂
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.suzaka.nagano.jp/

こ
の
印
刷
物
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
再
生
紙
、
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
禁
止

議
会
E-m
ail　

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印
刷
　
共
和
紙
器
印
刷
株
式
会
社

印
刷
部
数
　
19700

部
（
印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
約
45
円
）

電
話
 026-245-1400

〒
382-8511

長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528

－
1

（
議
会
事
務
局
専
用
 026-248-9014）

※上記日程は変更になる場合があります。
代表・一般質問通告要旨は、地域公民館（2月28日以降）にもお知らせします。
傍聴時の託児・手話サービスがあります。（事前に議会事務局へご連絡ください。）
本会議場では大型モニターに発言の文字起こし表示も行っています。

月日・曜日 開議時刻 摘　要

2 月 25 日（火） 10:00 開会

3 月 4 日（火）～ 7 日（金） 9:30 代表質問・一般質問

3 月 10 日（月）～
17 日（月） 9:00 予算決算特別委員会（分科会）

常任委員会

19 日（水） 14:00 予算決算特別委員会

24 日（月） 14:00 閉会

令和7年 会期日程（予定）3月定例会

・
須坂市議会公式SNS

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

X（旧Twitter）Facebook

スマートフォンなどでスマートフォンなどで
「こんにちは須坂市議会です」電子書籍版を「こんにちは須坂市議会です」電子書籍版を

ご覧いただけますご覧いただけます
◀マチイロダウンロードは
　こちらから

NAGANOebooks（ナガノイーブックス）▶
はこちらから　

録
画
中
継

百瀬千尋さん　紀美子さん　光さん（八幡町）

今年は地元企業に
就職して社会人に
なります。
しっかり仕事が覚え
られればいいかな

今年も仕事を
がんばります

家族みんなが健康
で明るく元気に
過ごせる一年にな
ればいいと思います
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